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93SNAl 冒 頭 部( Ⅹ Ⅹ Ⅹvii- Ⅹlv) に あ る｢1993SNA - の 視 座2- 回 顧 と 展 望- (Perspectives
1 SNAは､国連によって1953年に示された国民勘定統計作成上の国際基準､本稿では､
当 初 の1953 年 版(United Nations 【1953 】) を53SNA､ 1968 年 版(United Nations 【1968 】)
を68SNA､ 5 つ の 国 際 機 関 の 共 同 刊 行 物 と な っ た1993 年 版(Commision of the Europian
Commities･Eurostat et al. 【1993 】) を93SNA､ 2008 年 版(Europian Commision et al. 【20091)
を08SNAと呼ぶことにする｡後出の47年レポートを含め､ SNAの歴史的諸版(のpdf
l



























ナ ダ の 国 民 所 得 統 計 担 当 者 に よ る 三 国 間 協 議(Tripartite Discussion of National lncome
Measurement) で あ ろ う｡ デ ニ ス ン に よ る 報 告 書(Denison[1947 】) が あ る｡ た と え ば､
国民所得推計に｢帰属家賃｣を算入することがこの三国間協議で合意されたことなどがよ
フ ァ イ ル) は､ 国 連 統 計 部 サ イ ト(http: 〟unstats.un.org/unsd/nationalaccount 仙sna.asp)
に あ る(2014 年8 月10 日 取 得)0
2 "perspective"は､ ｢遠近法(透視図法)｣の意で､ ｢バランスのとれた観点(見方)｣の意味
だが､ここでは､ ｢視座｣と訳しておく｡





































5 を､ 1952 年 と1958 年 に 『 国 民 勘 定 標 準 体 系(A StaDdazldl'zed System ofNatl'oDal
4 Studenski 【1958: 178-179 】 を 見 よ｡









『 国 民 勘 定 体 系 と 補 助 表(A System ofNatJoDalAccouDtS aDdSuppoytl'Dg Tables) 』､ は じ
























6 1952 年 版 は､ Organisation f わr European Economic Co･operation [1952 】､ 1958 年 版 は､
Organisation fb ∫ European Economic Co･operation 【1959]｡
7 UnitedNations 【1953 】｡ い わ ゆ る 旧SNA で あ る｡ 旧SNA は､ 1960 年 と1964 年 に 小 改
定 さ れ た｡ そ れ ぞ れ､ United Nations 【1960 】 お よ びUnited Nations 【1964 】 で あ る｡

























































































ハ ン ガ リ ー(Matolscy= Ⅵlrga, 1930) 　 　 　10.7
有給家事サービスを含む
イ タ リ ー(Vinci, 1938) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　27.5




フ ィ ン ラ ン ド(Lindberg, 1930)
米 国(Kuznets, 1939)






12 Studenski 【1958: 177 】｡






































14 Studenski 【1958: 177 】｡



































17 Studenski 【1958:177 】｡


















































work､ unremunerated work)｣ 1 は､ 広 義 の､ 一 般 的 生 産 境 界 の 内 側 に 位 置 す
るが､狭義の､ SNA中枢体系の生産境界の外側にある活動に含まれる人間労働
と し て 定 義 さ れ る か ら で あ る( 図2-1 を 見 よ)0
図2-1 　 二 重 の 生 産 境 界
皮
本 章 で は､ ま ず､ SNA の 二 重 の 生 産 境 界 を93SNA 第6 章 の 記 述 に よ っ て 確
認 し､ そ の う ち､ ｢ 体 系2 の 生 産 境 界(production boundaryin the System)｣
あ る い は､ 08SNA で｢SNA 生 産 境 界(productionboundaryintheSNA)｣ と
呼ばれる､狭義生産境界を検討対象とする｡本稿の目的にとって､ひとつの焦





1 伊 藤 【2000: 129 】 は､ "unpaidwork" で は な く､ "unremuneratedwork" を 無 償
労働の原語表現としているが､本稿では､最近の一般的用語法を踏まえて､両
者 と も､ ｢ 無 償 労 働｣ と 訳 す｡ そ れ は､ ｢ 支 払 い の な い 労 働(workwithoutpay,
workwithoutwages)｣ と い う 意 味 で は な い｡ 本 章 最 終 節 を 見 よ｡
2 93SNA の 用 語 と し て｢ 体 系(System)｣ と は｢ 中 枢 体 系(centralframework)｣
のことである｡
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次 に､ ｢ 一 般 的 生 産 境 界(generalproductionboundary)｣ を 画 定 す る 基 準 に
ついて､何人かの著者の議論を検討する｡主たる検討対象は､ 1934年に､マー
ガ レ ッ ト･ リ ー ド に よ っ て 導 入 さ れ た､ ｢ 第 三 者 基 準(thirdpartycriterion)｣








2-1 　SNA 生 産 境 界( 狭 義 の 生 産 境 界)
2-1-1 　93SNA に お け る 二 重 の 生 産 境 界 の 記 述
SNA 各 版 の 中 で93SNA を 基 準 と し て 考 え る｡ 93SNA で､ 生 産 境 界 の 二 重 性
が初めて導入されるからである｡ 93SNAでは､二重の生産境界を導入する際､
最初に､広義生産境界(一般的生産境界)､次に､狭義生産境界(体系の生産境
罪) の 定 義 を 与 え て い る｡ す な わ ち､ 6.15 段､ 16 段 で 前 者 が､ 6.17 段 以 降 で､



















































ヒ ル 自 身 に よ る｢ 財｣ の 簡 潔 な 定 義 は､ ｢ 専 有 可 能(appropriable) な､ し た が
っ て､ 経 済 単 位 間 で 移 転( 譲 渡) 可 能(transferable) な 物 理 的 対 象｣ で あ る
(Hill 【1977: 317 】)｣｡
14
ここで､ ｢サービスは(事前の合意のもとでなされる)変化である｣というピー

















マ ー ガ レ ッ ト･ リ ー ド の1934 年 の 貢 献(Reid 【1934 】) に よ る｡ 6.9 段 の 記 述
にも､事実上､同様の特性が含まれていることに注意する｡同段の記述もHill
【19771 に よ る も の で あ る が､ ヒ ル は､ サ ー ビ ス 概 念 を 追 求 す る 過 程 で､
Hawrylyshyn 【1977 】 で｢ 第 三 者 基 準(third person criterion)｣ と 呼 ば れ た 生
産境界基準の構想に到達していることがわかる｡リードの業績は､国民経済計
算 の 領 域 で､ ヒ ル と ホ- リ リ シ ン に よ り､ 同 時 に｢ 再 発 見｣ さ れ る の で あ る｡
なお､ ｢財を生産する生産過程は難なく特定することができる｣からとして､





























え ば､ 08SNA 　 で､ 財 と サ ー ビ ス の 中 間 的 概 念 と 　 し て｢ 知 識 格 納 型 生 産 物
(knowledge･capturingproducts)｣ と い う 概 念 が 登 場 し た こ と は､ 生 産 境 界 概
念の記述にも変更をもたらした｡
各版の異同は別にして､基本的にそこに含まれているのは､市場に向けられ













































































































2-1-3 　 狭 義 生 産 境 界- そ れ を ど う 正 当 化 す る か?
SNA の 狭 義 生 産 境 界 は､ ｢ 妥 協 の 産 物｣ で あ る｡ 93SNAl.22 段(08SNAl.42






























































活 動 し て い る こ と に な り､ 失 業 は な く な っ て し ま う｣ ｡ さ ら に､ 1.22 段 で は､
｢このことは､ SNAと他の関連統計システムの生産の境界を市場活動と市場活
動 に 対 す る 相 当 密 接 な 代 替 物(fairly close substitutes for market activities)
である活動とに制限する必要性を､実例をもって示している｣と述べている｡
ILO 　 の 定 義 に お け る､ 経 済 活 動 人 口 と は､ ｢ 特 定 の 期 間 に､ 財･ サ ー ビ ス の
生産に対して労働を供給する人 ｣々からなり､わが国の統計用語では､ ｢労働力
人口｣のことである｡むしろ､狭義生産境界に含まれる生産活動に従事してい
る 人 々 は､ 休 業 者 を 含 め て 理 解 す れ ば､ ILO の｢ 就 業 者(employment)｣ 概 念
に対応する｡いずれにせよ､国民勘定統計と労働力統計の概念が連動している
ことを確認することができる｡





こ で､ ハ ン ス マ ン ズ(Hussmanns 【2007:8-91) は 注 釈 を つ け て い る｡ ｢ 就 業 の
定 義 中 に あ る｢ 支 払 い(pay)､ 収 益(profit)､ 家 族 の 利 益(familygain)｣ の
21
ための仕事とは､ SNA生産境界内の任意の活動を指すものと解釈される｣｡











立 場 か ら1970 年 代 後 半 に 再 発 見 し た ホ- リ リ シ ン と ピ ー タ ･ー ヒ ル､ フ ェ ミ
ニズムの立場から､第三者基準のSNA (狭義)生産境界-の導入を主張すると
ともに､(第三者基準と合致する)女性のリプロダクテイヴ労働を考慮すべきこ
と を 主 張 し た マ リ リ ン･ ウ オ ー リ ン グ や そ の 他 の フ ェ ミ ニ ス ト､ 生 産 活 動 は､
物理的過程であることを強調しながら､第三者基準を拡張することを主張した
作間の議論などである｡
2-2-1 　 マ ー ガ レ ッ ト･ リ ー ド
現在では､広く知られている｢第三者基準｣は､ 1934年に出版された『家計
生 産 の 経 済 学 』 (Reid [1934]) に お い て､ マ ー ガ レ ッ ト･ リ ー ド に よ り は じ め
て定義されたものとされている｡ 7
FemL'Dl'stEcoDOmL'cs 第2 　 巻 第3 　 号(1996 　 年 秋) は､ リ ー ド 生 誕100 　 年 を
記念した特集号である｡同特集号中に所収されているYi 【1996: 181によると､
1925 年 か ら1957 年 ま で シ カ ゴ 大 学 の 学 部 ス タ ッ フ で あ っ た へ- ゼ ル･ カ ー ク






7 Ltitzel 【1989:3401 に よ る 帰 属｡ Reidl1934 】 は､ リ ー ド の 博 士 論 文 に 手 を 加
え て 出 版 さ れ た も の(Ph.D. 取 得 は､ 1931 年)｡
22
より家計成員のためになされる支払いのない活動から成る｡しかも､その活動





























た､ ベ ッ カ ー の 時 間 配 分 理 論(Becker 【1965 】) で あ っ た｡ Hawrylyshyn[1977:
8 Reid 【1934:10]｡
9 Reid 【1934: 11 】｡




















X, そ れ ぞ れ の 財･ サ ー ビ ス の 数 量(i-1,2,-n)
pt　それぞれの財･サービスの価格
Z, 基 礎 的 商 品(Z 財) (j=1,2,-,m)
m 　 基 礎 的 商 品(Z 財) の 種 類










T 利 用 可 能 な 時 間 の 合 計(-TM+TH+TL)
このようなモデルに関して､ホ-リリシンは､結合生産の問題にふれたあと､


















こ こ で､ マ ー ガ レ ッ ト･ リ ー ド の 第 三 者 基 準 が 再 発 見 さ れ て い る｡ ホ- リ リ
シンは､当時の代表的な国際的生活時間調査(Szalai(ed.) [1972])に含まれる､
どの時間使用項目が｢生産的｣であるかを決定するために､この基準を適用す





12 Hawrylyshyn 【1977: 87 】｡
13 Hawrylyshyn 【1977: 89 】｡
25
Ⅰ  R Ⅲ  r r Ā Ā Ā
生物的必要時間 倡8ｨｨ｢生産的｣非市場 活動 冰ﾘ恍隗X-ﾘ,ﾈ+ﾒ-ﾈｨĀĀĀĀĀĀĀĀ
睡 眠 倡 瓜X*(/*ﾒ 家 事 労 働 ﾈ/-.X+ﾘ 鳧ｭBĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
個人的ケア ﾉ┼:ﾒ子供の世話 勉学 ボランティア i.ｹ>,ﾈﾎ(ｧﾏhﾏﾈ*(ｧ44X6x6ｨ48ｨ4xｸ5h8x92ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
( 出 所) Hawrylyshyn 【1977: 89 】､ 図4｡
2-2-3 　 　 ピ ー タ ー･ ヒ ル
1979 年 の ピ ー タ ･ー ヒ ル の 論 文｢DIY とGDP｣ (Hill 【19791) の 冒 頭 部 分 に は､






う な も の と し て､ 食 べ る こ と､ ゲ ー ム を す る こ と､ 運 動 を す る こ と､ と い っ た
誰かほかのひとを雇って代わりにやってもらうことのできない活動と明確に区
別 で き る｣ (Hill[1979:31 】)｡ こ こ で も､ 第 三 者 基 準 が 再 発 見 さ れ て い る｡ 同 時
に､自己遂行性活動の排除について､ヒルとリードが同じ立場に立っているこ


































ら れ た も の で あ っ た. 第1 回 国 連 世 界 女 性 会 議(WorldConferenceofWomen､
メキシコ､ 1975　年)の勧告に基づき､ 1976年に国連経済社会理事会が設立し
た｢ 女 性 の 地 位 向 上 の た め の 国 際 訓 練 研 修 所(United Nations International




1988 年 に は､ マ リ リ ン･ ウ オ ー リ ン グ(MarilynWaring) の 『 新 フ ェ ミ ニ
スト経済学』 (Waring 【1988])が刊行された｡ 『新フェミニスト経済学』は､邦
訳名であり､むしろ､この一般読者向けの著書でウオーリングが取り組んだの









(wood 【1997:50]) の 表 現 に よ る と､｢ マ リ リ ン･ ウ オ ー リ ン グ(Waring 【1988:




















れ が 特 定 の 個 人 に よ っ て な さ れ た と い う こ と か ら 満 足 が 得 ら れ る｣ (Reid
【1934:11])0 14
リ ー ド の｢ パ ー ソ ナ ル 性｣ は､ ス ー ザ ン･ ヒ ン メ ル ヴ ァ イ ト の｢ 分 離 可 能 性










work) > に あ て ら れ て い る と い う 主 張 を 行 な っ て き た が､ 作 間 【2010:111 の 整





十 分 な 分 離(sufficient separation) が あ る｡











































2-2-5 　 作 間
作間は､作間【1996:220】で､経済的意味での生産活動は､再生産可能性







ま た､ 作 間 は､ ヒ ン メ ル ヴ ァ イ ト が 財･ サ ー ビ ス( 生 産 物) で な く､ 仕 事( 宿
動)そのものに注目していることにも注意する｡実際､ SNAにおける生産境界
の記述は､財･サービス(生産物)の存在に過度に依存している｡作間[2010:12】






16 Waring 【1988:27･28､ 訳 書､ 30･31 】｡

































可 能 性(role･exchangeability) は､ 委 任 可 能 性 と は 別 の も の で あ る が､ 社 会 的








ポ パ (ーKarlR.Popper) の3 世 界 論 の 用 語 を 使 っ て､ 生 産 は､ 世 界1 の 中 で
なされる何かであると表現している｡ここで､世界1とは､物理的対象と物理
的状態の世界､世界2は､意識状態と主観的知識の世界､世界3は､客観的知






























2-3-1 　 無 償 労 働 の 範 囲
そ の 定 義 か ら､ 無 償 労 働(unpaidwork,unremuneratedwork) は､ 金 銭 的
な あ る い は 現 物 の 報 酬 の な い 労 働( 以 下 で｢ 支 払 い の な い 労 働(workwithout

































移 動(travel) と 輸 送(transport) に つ い て も､ 若 干 の 考 察 を 行 な っ て お く｡











































Hawrylyshyn 【1976: 104 】 に よ る と､ 家 計 内 で な さ れ る 無 償 労 働 評 価 額 の 最
初 の 推 計 例 は ミ ッ チ ェ ル(NBER) に よ る､ 1919 年 を 対 象 と し た 米 国 の 例 で あ
るという｡その方法は､全家計数に家事スタッフを有給で雇用する場合の平均
年間費用を乗じるという極めて単純な方法が採用されていたという｡
ホ- リ リ シ ン(Hawrylyshynl1977]) は､ 無 償 労 働 の 貨 幣 評 価 方 法 に 関 し て､
現 在 広 く 使 用 さ れ て い る､ 代 替 費 用(Replacement Cost) 法 お よ び 機 会 費 用
(Opportunity Cost) 法 の 類 型 化 を 行 な っ た｡ 　 ホ- リ リ シ ン は､ 6 つ の 類 型
を提示している｡まず､機会費用法である｡





あ り､1; は､ 第i 番 目 の 家 計 労 働 に 費 や し た 時 間 で あ る｡ ノ ー ド ハ ウ ス- ト-
ビ ン のMEW (MeasureofEconomicWelfare) に 含 ま れ る 家 計 サ ー ビ ス 労 働 時




(2) 修 正WOCT 法
TI












(4) 同 修 正
家計労働を､家事使用人を雇うことによってではなく､調理人､植木屋､ク






(5) MAIFC (MarketAlternative･Individual Function Cost) 法
JJ









最 後 に､ 2 　 点 補 足 す る｡ ひ と つ は､ 所 得 税 の 取 　 り 　 扱 い で あ る｡
Hawrylyshyn 【1976:104] が 述 べ て い る よ う に､ 機 会 費 用 の 本 来 の 趣 旨 か ら 考 え
ると､機会費用法においては､それは税抜きであるべきであると議論すること
ができる｡対照的に､代替費用法では､税込みであるべきである｡Eurostat【2003】





























































































開 催 年  開 催 地  亳 9 , ﾉ > v R Ā Ā Ā Ā









1985 年 c8 ナ イ ロ ビ 俛ｸ,ﾃD 鞋XD(､X 檍ｶ3#D 佰ﾈ*HｦXﾙ9ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
が積極的措置をとるうえでのガイドラインである｢婦人の 
地位向上のためのナイロビ将来戦略｣を採択o 










2015 年 cX 2ﾘ7X98 駟kﾙ+xｷ6ｸｶ9+x*｣#)Dﾈ 熊ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
表中にも記したが､女性の地位向上のための国際訓練研修所(UNInternational




















1 INSTRAWを含む4組織を統合して設立されたUNウイメン(United Nations Entity for

























と り で あ る ウ ェ ズ リ ･ー ミ ッ チ ェ ル(Wesley C. Mitchell) の､ 1919 年 を 対 象 牛 と し た 研
究 を は じ め と し て､ 70 年 代 の ノ ー ド- ウ ス- ト- ビ ン(Nordhaus and Tbbin 【1972 】) の
MEW (Measure of Economic Welfare) ま で 米 国 に つ い て だ け で も､ 多 く の 研 究 が 存 在 す
ることがわかるC :3
3-1-3 　NNW か ら 無 償 労 働 研 究 会-
わが国で無償労働の貨幣評価が注目を浴びるようになったのは､この､ノードハウス-
2サテライト勘定は､フランス国民経済計算が伝統的に備えていた枠組みである｡ SNA改
定 作 業 の 中 心 に い た 人 物 の ひ と り､ イ ン セ(INSEE､ National Institute of Statistics and






午)に､ 『NNW開発委員会報告』 (経済審議会NNW開発委員会【19731) 4､さらにその翌
年に､昭和49年企画庁委託調査『NNW開発に関する研究調査』 (経済企画協会[1974】)を
公 表 し､ GDP (GNP) に よ ら な い 新 し い 国 民 福 祉 指 標NNW (NetNationalWelfare の 略
称)を提言しており､その中で主婦の家事労働評価額を機会費用法で推計している｡
表3-2　1970年代までの無償労働の貨幣評価
推計年 冖ﾉ推計対象 Hﾇi_ｹd時間当たり 単価 )9h+ﾘ.磯ｭB単位当たり単価 僣Y (10億ドル) 杯壓6ｲHY/GNP ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ過  僖 Ā
1 9 1 9  磐 ﾆ ﾂ 膓 "  番   涛 1 8 . 5  都 ゅ 2 3  ″ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1929 塙Wｦ觚G2   ĀĀĀ
地 方    田 3 . 6    Ā Ā Ā Ā Ā
都 市    涛 1 8 . 9   Ā Ā Ā Ā Ā Ā
家 計 合 計    塔 3 2 2 2 . 5  B 紕 2 2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1959 磐v觚Fﾂ   ĀĀĀĀ
家 庭 菜 園 食 糧    鼎 2 . 1  鼎 縒 0 . 4  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
家 庭 改 良    C 7 . 9  鼎 縒 1 . 5  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1964 &vVﾆFｦ      
W O C T   6 8  S # 2 6 3 2 . 4  " Ā Ā Ā Ā Ā Ā
M A Ⅰ F C  緜 ふ " B  5 9  c B 6 3 2 . 4  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1929 疲FW2ﾕF問   ĀĀĀĀ
非 就 業 女 性  付 B 0 . 3 4  鼎 b 纈  b 8 2 9  b  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
就 業 女 性  0 . 3 4  R 紕  迭 2 7 2  纈  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
男 性  0 . 5 6  R 紕  湯 4 4 8  b 綯  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
6 5 歳 以 上  0 . 4 9   迭 2 5 5   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
平 均 家 計 合 計    9 6 5  鼎 b 繧 1 0 4 . 4  Ā Ā Ā Ā Ā
非 就 業 女 性  付 B 1 . 5 7  鼎 b 纈  都 B 3 8 2 9  3 b  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
就 業 女 性  1 . 5 7  R 紕  B 1 3 5 7  2 纈  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
男 性  2 . 6 1  R 紕  鼎 2 0 9 0  涛 偵 R  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
6 5 歳 以 上  2 2 8   b 1 1 8 5  R  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
平 均 家 計 合 計    涛 B 4 8 7 0  ィ 纈 6 8 4 . 9  Ā Ā Ā Ā Ā
1967 夫示ｶW"ﾔvVvW$ﾖ貿坊B     ĀĀĀĀĀĀĀĀ
非 就 業 女 性 番uDd2 鼎ﾓSR   ĀĀĀĀĀĀ
就 業 女 性  RﾓC    ĀĀĀĀĀ
男 性   B ﾓ R      Ā Ā Ā Ā Ā
子 供   釘 ﾓ    
平 均 家 計 合 計  1 . 6 5 - 2 . 5 0  8 3  鼎 3 " 2 4 9 . 5  都 纈 3 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1 9 7 3  夫 V 也 & R  付 B  9 1  鼎 s 3 " 3 0 3 . 8  涛 s b 紕 3 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1 9 5 6  紋 6 ﾆ & ｲ  番   鼎 c " 6 . 8 4  ゅ R 3 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1 9 2 9  犯 匁 F T F ﾂ  番   塙 " 繝 b 1 . 6 5  途 纈 2 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1 9 6 7  微 G F v ﾔ ｦ & ﾂ  番 ﾄ d 2  1 4 4  都 C モ 3 8 . 9  田 " 縒 6 2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1966 6Rﾔﾖ 諞GF 番Dd2 159 塔#c797.2 都S66 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1972 6Rﾔﾖ 諞GF 番ﾄd2 235 ##794.3 SR69 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1 9 7 3  夫 W 7 D v W & ﾖ f 匁 w 4 & 豐 番 u D d 2  D M 4 5 0  3 C 5 1 4 . 3  都 3 7 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
WOCT: Wage Equals Opportunity Cost of Time
MAHC : Market Alternative = Housekeeper Cost
MAUFC: Market Alternative = Indivjdual Function Costs
HY   House Yield






















スを補完する福祉指向指標の実施可能性』 (United Nations 【1977】)が参照されるべきであ




































































































①､ ②は一般的な生産の境界をどのように考えるかという問題であり､ ③､ ④は､どち
らかといえば､生活時間調査の利用の問題である｡社会生活基本調査は､無償労働につい







































1 . 睡 眠  凵 Ā
2 身 の 回 り の 用 事 
3 亦ﾒĀ~4 刋: 粳,ｨｧrĀĀ
5 俶H饕ｸﾘｨĀĀĀĀĀ
6  凵 Ā
f 7  辛  辻 ｲ 生  Ā
8 ‡9 ﾒ 騁ﾈ 錂 支 髓I ĀĀĀĀ
事 1 0 . 耳 い 物  冓  
1  h / ^ I  ヽ  ヽ  ヽ  Ā Ā Ā Ā ĀI_-___.____ 12.TV.ラジオ.新ryI-雑放 
13. 休 事.< つ ろ ぎ 
14. 学 習. 研 究( 学 業 以 外) 
15. 趣 味. 娯 楽 
1fしろが石ごニ｣】.__._._,_ 17.ボランティア活動-社会事加活動 
I -‡ヽ ヽ ヽ 
18_ 交 際- つ き あ し  ヽ
19.受I参.攻‡ 
20. そ の 他 
プリコ-ドのl内訳
















ヽ ヽ 疋ﾈ)Z 写 し ヽ 物 ĀĀ

































































無 償 労 働 陌 X h
炊 事 乖ｸyﾘ 踪ﾊ 做ｲĀĀ
.哩 
絹 l  ( 6 ﾔ ﾂ ﾃ ｲ ﾙ 榎 r Ā Ā Ā
洗 濯  陳 S ﾔ Ā
縫 物- 編 物 h99dIｸﾔĀĀĀĀ
コ二.-,羊月旦エ 
家 庭 雑 事 冽 耳
買  冽 Ā Ā
児  俶 ﾒ Ā
介 吾 輩- 看 護 豫Xｭj^ (ĀĀĀĀĀ
ホ- ム ヘ ノ レ ′ -ヾ 
社 会5 舌 動. ボ ラ Ixﾘz5|::J( 檠]ｲĀĀĀĀĀĀĀĀ
ンティア5舌動 侈 檠Y 5 靈 hｼj8 ｲ｢学校教育｣ ｢ーその他の教育.学 
晋支援事業｣_ 
｢ 学 術- 研 究 機 関｣､｢ 政 治. 経 済- 
文イヒ団体｣の力口重平均 
申J用統計lま賃金構造調査(旧労価b省)の職種別男女平均賃金










3-2-3 　 主 な 結 果




G D P  簸 2 ｢ 2 ﾕ 2 ｢ R C - G *  Ā Ā Ā
総 額 杯ENB 総 額lGDP 比 ﾘｧｦﾄtENBĀĀĀĀĀ
1981 Srﾃ 田" 纈53,264 綯48,538 ゅ37,339 B 絣ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1986 3RﾃCSr71,828 紕62,857 ゅr49,037 B 綯ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
















無償労働評価額 冲性比 J女性/男性 倡8ｩ,ｾ儷ﾘ廁ｧｨ,ﾉ韈8ｩ,ｾNBĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
男 性 傚yｲｩｲ 女 性 ｩｲ 女 性  ĀĀĀĀĀĀĀ
1981 免ﾂ 綯103.8 湯282.4 Sb 綯4.1 田bĀĀĀĀĀĀĀ
1986 r 紕128.7 途 紕337.P 縒5.2 田r 絣ĀĀĀĀĀĀĀ
1991 偵"160.7 迭 絣408.7 3B 繧7.2 田 ゅBĀĀĀĀĀĀ
注)市場賃金: ｢賃金構造基本調査｣ (産業計)の｢きまって支給する現金給与額｣の12倍
(参考)無 傚驗ｩ:ﾘ鳧ｭB(参考)育 傚驗ｩ:ﾘ鳧ｭBĀĀ
男 性 計 傚yｸﾇb 男 性 計 傚yｸﾇbĀĀĀĀ
1981 鱚yZ｢4 時01 分 塗 鱚IZ｢3 時11 分 ĀĀĀĀĀ
1986 鱚#)Z｢4 時02 分 店 鳬｣ 瓜｢3 時02 分 ĀĀĀĀ


















貨 幣 儷ﾘ 幵 дENB 日 本( 注1) ｨ6 オ ー ス ト ラ リ ア 刄m ル ウ ェ  ー 刄h イ ツ 刄t ィ ン ラ ン ト ● 刄j ュ ー シ ●- ラ ン ト ● ĀĀĀĀĀ
調 査  僖 1 9 9 1  涛 " 1 9 9 2  9 9 0  9 9 2  9 8 7 - 8 8  9 9 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
調 査 ﾈﾏｲ15 歳 以 上 Xﾜ 闌215 歳 以 上 6-79 2 歳 以 上 0 歳 以 上 2 歳 以 上 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
無償 刋ｩ:ﾒE献｢R  餠餠餠餠 ĀĀĀĀĀ
機 会  儂 X 処 * ｹ 2 1 . 6  鉄 B 6 9  3  9  6   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
代 替  儂 h 8 8 8 ｨ 5 r 1 8 . 3  鼎 2 5 8  7  6  1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
代 替  儂 h x 6 ﾈ 8 ｨ 5 r 1 4 . 6  B 5 4  8  4  5  2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
有償 ( 刋ｩ:ﾘ鳧ｭH,ik8┼:ﾘ鳧ｭBﾙ?ｩ9h+ﾘ.ｒ ĀĀĀĀ
有 償  刋 ｩ : ﾘ 鳧 ｭ B 4 : 2 0  ｣ 3 R 3 : 1 7  : 3 7  : 1 6   2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
無 償  刋 ｩ : ﾘ 鳧 ｭ B 2 : 1 6  ｦ ﾆ ﾂ 4  r 3  b 4  R 3   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
( 住  9 8 6 X 6 8 5 ず ﾇ ﾂ  0  0  b 0  鼎 b 0  R  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 ) 令  佗 b 6 : 3 6  鉄 ｣ C b 7  B 7  2 7  7   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā




















































































































































































































































い｡ 前 者 の グ ル ー プ の 例 外 は､ ゴ ー ル ド シ ュ ミ ッ ト･ ク レ ル モ ン(Goldschmidt-Clermont
【1993:419】)であり､ (大部分の)ボランティア活動を体系の生産の境界内の活動と位置付
けている｡実際､ ｢フォーマルな組織構造の中でなされる支払いのない労働(unpaid work
performed within the formal structure oforganisations) - ボ ラ ン テ ィ ア 労 働､ 支 払 の な





























































































































































































発 表 年 99iYH レ ポ ー ト の タ イ ト ル ĀĀĀ
1997 年 舒i+(ﾛｲ 隰(ｺｹ+) 隱 無 償 労 働 の 貨 幣 評 価 に つ い て ĀĀĀĀ
1998 年 舒i+(ﾛｲ 隰(ｺｹ+) 隱1996 年 の 無 償 労 働 の 貨 幣 評 価 に つ い て ĀĀĀĀ
2009年 闔b.穐ｲXﾊHｸbﾘ蕀TTdｨ8ｨ5Hｸ6h5(985H8ｸ6X4(984無償労働の貨幣評価の調査研究 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ


































社会生活基本調査 (調査表B方式) 売UEU86hｸ5ｸ5為9:饂ｩ}竕(ﾒ内閣府の分類 ĀĀĀĀ
趣 味 と し て の 菓 子 つ く り 磯h,ﾈOR 無 償 労 働 ĀĀĀ
成果物を得る趣味.娯楽 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ5ﾈｸ68,inﾈ､無償労働 ĀĀĀĀĀĀĀ
趣 味 と し て の 園 芸 ｸ 覃 饕 無 償 労 働 ĀĀ
ペ ッ ト の 世 話 (6x,ﾉ) 無 償 労 廟 ĀĀĀĀĀ
犬 の 散 歩  侈 ( , ﾈ 藝 ^ 無 償 労 働  Ā Ā
趣 味 と し て の 衣 類 の 作 成 偃 杏ﾂ 無 償 労 働 Ā
家事的趣味に伴う移動 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ徂馼,亊i+X+ﾘ昆:無償労働 ĀĀĀĀ｢社会生活基本調査｣と内閣府委託調査｢無償労働の貨幣評価の調査研究報告書｣より作成

























輸 送 の 種 類 ｩLｩ4h 蝌,ﾈｺｸ､RRC-S 法 の 際 の 賃 金 単 価 冲y~ĀĀĀĀĀĀĀĀ
( 人 に 頼 む こ と が で き る) 剋ﾐ 会 生 活 基 本 調 査 
付随的活動 儻I冲x/WI乖付随的輸送を付随する活 h馼ｭi見Kｨ*H困¢ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ動とセットで｢人に任せる 陌x.X顗,ﾉ,ｾ送､ボランティア活動 ₮ ĀĀ







子 供 の 送 迎 移 動 冽k 醜,h5hｸ 暮5ﾘ,ﾉ%[ﾘｼĀĀĀĀĀĀĀĀĀ


























































無 償 労 働 陌 X 霻
炊 事 壷+(ﾟ 8 踪､Yxｸ2ĀĀĀĀ
≡ ≡ ヨ (8ｹHRĀĀĀĀĀ
洗 濯 I84rĀĀĀ
縫 物. 編 物 h92s｢ﾒĀĀĀĀ
家 庭 雑 事 冽k 蹴ĀĀĀ
買 物 冽k8ﾒĀĀĀ
育 児  竸 ｢ Ā
介護.看護 豫Xﾎﾉ^ (ﾔĀĀĀ




無 償 労 働 陌 X 霻





家 庭 雑 事 冽k 蹴ĀĀĀ
買 物 冽k 蹴ĀĀĀ
育 児 x 贅ĀĀ
介護.看護 豫Y,9^((XﾔĀĀ
ホ斗ムヘ_JLj-竜一…-~…~.. 
社会活動.ボラ ;璃南細 ﾒ茲ﾓｨr壷遠来-. 儺.革秦軽十三 ĀĀĀ
ン テ ィ ア 活 動 ー= 一 一  Ā-SE-≡-～ r学校教育圭一r 劵､ 教育.学i 漁.発車圭 Ā
その 






























名 目GDP ｯH 檠Nd 代 替 費 用 法 ĀĀĀĀĀĀ
スペシャリ スト法 x4h6ﾈ8ｨ56ydĀĀĀ
三 ≡  啖 坪 & &  白 ﾖ 蔦 ﾒ Ā Ā Ā
1 9 8 1  c c 5 3 2 6 4  鉄 # C " 3 7 3 3 9  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1986 CSc71828 田ssS49037 ĀĀĀĀĀĀ
1991 鼎c 津C#"98,858 涛ﾃ 塔266.728 ĀĀĀ
1996 鉄Rﾃ"116.115 Rﾃs3276,069 ĀĀĀĀĀĀĀ
2001 鉄SSC2128815 ssr86646 ĀĀĀĀĀĀ
2006 鉄cc ビ131869 sC90629 ĀĀĀĀĀĀ
2011 鼎sﾃc#2138,506 づ 釘97,383 ĀĀĀĀĀĀ
無償労働貨幣喜平価額/GDP 
1 9 8 1  2 0 . 4 0  1 4 . 3 0  Ā Ā Ā Ā Ā
1 9 8 6  2 1 . 0 9  偵 ヲ 1 4 . 4 0  Ā Ā Ā
1 9 9 1  2 1 . 0 6  偵 3 1 4 . 2 1  Ā Ā Ā
1 9 9 6  2 2 _ 9 9  纉 B 1 5 _ 0 6  Ā Ā Ā Ā
2 0 0 1  2 5 . 4 8  纉 1 7 . 1 4  Ā Ā Ā Ā Ā
2 0 0 6  2 6 . 0 3  1 7 . 8 9  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
































































































ユ ー ロ ス タ ッ ト が 　2003 　 年 に 発 表 し た､ 『 家 計 生 産 と 消 費(Household
Productionand Consumption) 』 (Eurostat 【2003 】) は､ 1999 年 の 『 家 計 生 産
サ テ ラ イ ト 勘 定 の 提 案(Proposal for a Satellite Account of Household
Production)』で示された家計サテライト勘定の方法論をさらに発展させるた
めにつくられたタスクフォースのレポートである｡このレポートは､(広義生産
境 界 が 用 い ら れ て い る と い う 意 味 で) 拡 張 さ れ た 家 計 勘 定(extended

















































ア ウ ト プ ッ ト 方 式 8987h6(6y_ｸĀĀĀ
(ONS 方 式) 宙8hｸ8ﾘ5(6y_ｸĀĀĀĀĀ
評価方法の違い 伜偬ｩ9h+x.倡8ｨ廁ｦYUﾘ幵コスト積み上げ(SNAのその ĀĀĀĀĀĀ
(SNAの自己勘定生産の取り ﾈ,ﾉOｩh蝌,ﾈ竧.X*(,bĀĀĀĀĀĀĀ
扱 い と 同 じ )  b 鉢 Ā Ā
所 得 俑ﾈﾘx; 竏ﾛx,h+X,B 無 償 労 働 の 貨 幣 評 価 と 同 じ ĀĀĀ
生 産 性 測 定  ) E ﾂ 不 可 能  Ā Ā
所 得 の 細 分 化 俑)> 可 能 Ā
な が ら 行 動 の 観 察 )Eﾂ 困 難 ĀĀ
内部的活動の観察 倬h+X,Hﾚ)>+ﾘ,h*h,鶇徂饕ｬyyﾒ個別観察が可能 ĀĀĀĀ













































れ て い る｣｡ 4
























Eurostat 【2003: 18155158 段 で は､ 子 ど も の 世 話(childcare) に つ い て､ 次
のように整理している｡ (a)主行動としての子どもの世話(b) 2次的行動とし
ての子どもの世話(C)子どもと過ごした時間(通常､睡眠時間は除いて定義さ
れ て い る)｡ さ ら に､ と く に 子 ど も に( と) 何 か を し た り､ 子 ど も と 交 流 し た り
するわけではないが､睡眠時間を含めて､子どもに何かあった場合に対処する
ことが可能な状態にいることをパッシブケアというとする分類を示し､インプ







































(householdmanagement) 7 で あ る｡ 食 事 の 献 立 を 決 め､ 家 族 旅 行 の 計 画 を 練


















































Eurostat 【2003 】 に お け る 移 動･ 輸 送 の 整 理 は､ 4-2-1 で 見 た｡ 本 稿 の 立
場は､(楽しみのためのドライブのような移動自体を目的としたものを除き)輸
送をすべて生産とみるONSの見解に近い｡






































11J 用 青 書1(2.4)255.5 ﾃyj(ﾖ^ 倡 因" 紕ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1. 芦 草 ‡ 牟I. 王 台 所 書(2,6)1g5.4 ｩ 亅 暢 辷 褫" 弐"ĀĀĀĀĀĀ
1.3 戸 主 ‡ 本 土 兼(3.2)103.9 嫡e ｒĀ
1_I. 隼 車 傭 人 最I=? さ れ 綿(2_.8)43.7 ｨﾇhh 摧).ﾙ^ CBĀĀĀĀĀĀ
1,5(eB) ♯ 肋 全(2.9)2.9 ﾖｸﾋｸ(ﾇB｣CĀĀĀĀĀĀ
1.6 ♯ 計 上 の 不 乗 合 は7)1.0 纔ﾙ>$i. かgｸﾆﾂB 纈ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
う ち 一P 国 定 ‡ 産12.6 
1 . 1 0 を + 晶 一 加 0 . 0  
1.1_I ほ て サ｢ ビ ネ 叫 入(5.1)?1,9 
1.1( 控B) 肘 ‡. サ ー ビ ス の 一 出(5.6)75.6 
月 内 ♯ 生 産 5 0 6 . 6  俛 > ｨ 辷 S b 綯 Ā Ā Ā Ā Ā
国民可処分所有b走と使用b走
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 1
2.1 民 同I ♯ 溝 暮 支 出(1.7)293.4 紮iw(h 爾SR 絣ĀĀĀĀĀĀĀĀ
2.2 政kI 拝 讃 暮 支 出(1.8)92.0 阡iOﾈ､x,ﾅｩwｬXh 爾ｩ?｣RﾓR 縒ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
( 再 掲) 緝 iuﾘ 爾 阡 H R 紕
毒 珂! 畔 劃 岬I34l.2 #xｧﾈ*x,ﾄﾈ 奉 セ#:" 絛C ｖﾆﾂ 胄ĀĀĀĀĀĀĀ
政k 現 実I 鞍 荊*41.2 繪iI 騫9?ﾆH+h+8.ｨ.B 紕 鼎2 縒ĀĀĀĀĀĀĀĀ
早, 叩 ‡.(.3. 早)2?.? ﾃ 停 竕､" 俥ﾘｷ2 絣ĀĀĀĀĀĀ
2.1 尭 外 か ら の8 常8 長( ♯)-0.9 




3.1 国 内8 日 定 ‡ 本 形 成(1.9)lll.9 綛ﾔH 饕 偵ĀĀĀĀĀ
う ち 一 群 日 夏 兼 圭12.6 苻ｧﾈ*x,ﾂ｢ｳﾕ2" 茶bﾓb 蔦 絣ĀĀĀĀĀĀĀĀ
3.2(卓B)日夏*本よ耗(1.3)103.9 3.3在+品書加(1.10)0 3.4i州こ対するttの圭一(4.2)19.4 縱杏h8,ﾉW8B絣ĀĀĀĀĀĀĀĀ
X か 綿30.4 儘H 饕 驀# ド,h.9Eｳ3 紕ĀĀĀĀĀĀĀ
東本訂壬書定(金k耶l)
4.1 対 外* 産 の 交 一(7.3)26.7 釘 冶,x. 宥H,ﾈh 璽 偵BĀĀĀĀĀĀ
4.3 対 外 負t の 正 一(3.4)7.3 




廿 主 計 +  儺 h t  ⁴ Ā Ā Ā
i c85 ■ 用 青 郷 軍 令. 印 一 I ⁉ĀĀĀĀĀĀ
li 集 は 分 配 ■ 皇 劔i 一 I l t 
I f l 8h 曖 ‡1 所 書/( ラ ン ス ĀĀĀĀ
l l l J 一 l 一 一 I l I J l l I l t= (檠+x%2社会長+冶付 ĀĀĀĀĀ
その七の8*さも 可*分所書 ｸ,ﾇH,ﾈ(S姐RĀĀĀĀ
J 1 l納柵の再配分一ほ 
7l‡可*分所書 "ｩZｨĀĀĀĀ
! 坤 草 創 特 t 1 I Ā
l 
可*分所書の任用一定 
岬 好 事 (Zｨ2ĀĀĀ
■暮可B分所書の任用■定
宅実弟* 甘暮 牝(,ｹZｨĀĀĀĀ































































































す る｡ 移 動(travel) ･ 輸 送(transport) に つ い て は､ Eurostat 【2003: 17151
























す ■ ■L ■ ≡ 給 ㌻ 偖ｨｸ 押 】 里 ケ ア 俯ｩu)r ボ ラ ン テ ィ7  ĀĀĀĀĀĀĀ
住宅⊇ 剪  
付JE家具付き床面報に対する 生産的.非生産的活動とメンテ ナンス ｲ○ ｲ○ ｲ ĀĀĀĀĀĀ
ク リ ー ニ ン グ サ ー ビ ス ｲ    ĀĀĀ
力 一 丁 - ノ グ  ｲ ○     Ā Ā Ā
# 】 里. メ ン テ ナ ン ス ｲ   ĀĀĀĀ
春慶.メンテナンスに関する財 ｲ   ĀĀĀ
移 動( 家 て ■ の 移 動) ｲ   ĀĀĀĀ
≡ 調 理1~~ ≡ 劔)ｨﾈ+ﾘ-ﾉ+)yﾚH*(,% 序-ﾙZ ｲ ｲ ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
真 庭 重EE_ 保 存 食 品_ パ ン つ く し 箸 ○   ĀĀĀ
衣J] 艮 計 に お け る 衣 服､ 布 の 作 成 ｲ   ĀĀĀĀĀ
衣 服 布 の 洗 濯 輔 佐 ｲ    ĀĀĀ
ケ ア  育 児   ○   
介   ○     Ā Ā
ペ ッ ト の 飼 育   ○     Ā Ā
冶 送 乗 用 車､ バ イ ク､ 自 転 車 に よ る 移 動 サ ー ビ ス ｲ ○ ｲ ○ ｲ ○ ĀĀĀĀĀĀĀ
輪 道 具 の 手 入 れ    ﾂ    Ā Ā Ā
≡ ボ ラ ン テ ィ ア 劔ﾈ,ﾉ% 肩-h,ﾈﾞHｸ7(5   ｲĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ










主産出によるヨーロッパ時間調 劔査(HETUS)の時間 刹謨ｪとの関係 
住 居 調 理 衣 服 と 衣 服 の ケ ア ケ ア ボ ラ ン テ ィ ア 輸 送 
TUS32 hﾇhｶ鰓TUS31 磯hｬyyﾒTUS3 ﾉzﾞﾈ,bIZﾈ54TUS3 x髓TUS41 yI4葵TUS hﾇh,漠+X,(齷r,ﾉtrĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
321 佛ﾙ6･Yﾅ.ｸ,ﾈ詹?ﾈ.｢311 引OR333 儘杏ﾉViｩZﾂｸﾞﾂ381 兒謁ﾙ44,b荿.411 x,x.ｨ901 侘)ﾉ44ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
322 12 98 鵫*ｲ331 I2382 倡ｹﾈ+X,(*412 yｨ/,ｨ+X+ﾘ7ｲ886X4(4ｹ:913 I ┼:ﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
323 yeｸ,iR313 倅ﾙH*"332 488ﾘ98*ｨ*383 倡ｹｨ,ﾉ<x-ﾙ[r*iuh-419 ｸ,ﾉﾈ,ﾉ;x豫ﾙ4,葵921 乂xﾕｧIgｩ&5I:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
324 i騫ﾒ314 兢ｹi鰻339 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ景Zﾂｸ,h54384 倡ｹﾉWB410 .X*ｸ,)rｩ4葵922 俾冰)ｲĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
329 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ徂ﾇbｬyyﾒ319 ｸ,ﾉﾈ,ﾉ磯hOR330 .X*ｸ,)M"Zﾉｸﾞﾈ,h54389 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ支髓TUS42 ﾈ,ﾈ徂ﾇh-h,ﾂOﾏh轤943 伜ｨĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
320 .X*ｸ,(彙ﾇi騫ﾒ310 .X*ｸ,) OR    
TUS35 偖ｩﾈﾉｩﾒyﾒTUS34 ｸｸ6h6ｨ984ﾂ 380 421 951 倆 檠hｨĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
｢そしてヘットの _i_蔓L_.__"""_ ガーデニング 劔特定できない育 児 剋x援としての食 管理 
351 偖ｩ 靄ｩﾒ 陝ﾉ|r341 Tus ° 422 倡x,h+X,H,ﾈ 彙ﾇh,ﾉ952 佩(ｧ 帝[h 峇ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
352 偖ｩﾉ^(342 i'ｸ,ﾉ) 391 Yﾈ-h,ﾈ櫁423 倡x,h+X,H,ﾂ4ｸｸ6h6ｨ9847(6x,ﾈ+961 ﾈｸ62駭ﾂ､ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
353 349 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ4ｸｸ6b6ｨ984h7(6x,ﾂ) Tusヨ ｸｸ6h6ｨ984｢7(6x,ﾈ54424 倡x,h+X,H,ﾈﾉ｢ﾒ饋(971 偃ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
器具の工作.修 哩
359 ｸ,ﾉﾈ,ﾉ<.,X*ｸ.佶ｩﾒ饐340 .X*ｸ,"4ｸｸ6h6ｨ984b7(6x,ﾉ) 343 (6x,ﾉ)426 佻冽,iEﾈｼb,ﾈ辷腕981 侏ｸｨ,ﾉ¥｢:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
350 .X*ｸ,(彙ﾇbh彿54TUS62 h蝌ｨ 344 侈(,ﾈ藝^427 倡x,h+X,H,ﾈｹﾉ)900 .X*ｸ,"昆:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
300 .X*ｸ,( 彙ﾇh,h 彿,ﾉ)621 偃ｹ|)-  428 ﾈ,ﾈ 徂ﾇh,ﾉRﾈ-h,ﾈ 辷 腕TUB hｭi,*H 昆:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
TUS34 ｸｸ6h6ｨ984,i}IZｩ4"6x54622 ｨｺH7ﾘ6(5h8R8ｸｸ8H6籀7R4X-ﾒ 349 ｸ,ﾉﾈ,ﾉ<.R*ｸ.(6x,ﾈ54 931 hﾇh,ﾉ)ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
341 ｸｸ6h6ｨ984629 ｸ,ﾉﾈ,ﾉh蝌ｨ: 340 .X*ｸ,"7(6x,ﾈ54429 ｸ,ﾉﾈ,ﾉ<.,X*ｸ.儖ﾏh樞ﾆ941 yI4延ｩ:ﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
349 ﾈ,ﾈ4ｸｸ6h6ｨ924,h7(6x,ﾈ54ﾒ620 .X*ｸ,)b 蝌ｨ  420 .X*ｸ,)Oﾏh 櫁942 儖ﾏh, 育rĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
340 .X*ｸ,"4ｸｸ6h6ｨ984,b7(6x,ﾈ54    939 倡ｹﾈ 昆:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
300 .X*ｸ,(彙ﾇh,h彿,ﾉ)300 .X*ｸ,(彙ﾇb駑h,ﾉ)300 .X*ｸ,(彙ﾇb陷i,ﾉ)300 .X*ｸ,(彙ﾇb陷i,ﾉ) 354 Yﾈ,ﾈ昆:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
車の維持 
TUS36 冢*)Zh5Hｲ7(5TUS36 僣8*)Zh5Hｸ7"5TUS36 冢*)Zh5Hｲ7(5TUS3 僣8*)Zh5Hｲ7(5  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
361 僣8*)Z361 僣8*)Z361 僣8*)Z361 僣8*)Z425 倡x,h+X,H,ﾉH2*)Zり5Hｸ7(5936 僣8*)Zり5Hｲ7(5亊i+R+ﾘ昆:ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
362 傅Hｼb靠i4Hｲ7(5362 傅Hｼb靠i4Hｲ7(5362 傅Hｼbﾈﾏi4Hｲ7(5362 傅Hｼb靠i4Hｲ7(5  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
369 ｸ,ﾉﾈ,ﾉH8*",h5Hｸ7(5369 .X*ｸ,)H2*)Zh5Hｸ7(5369 .X*ｸ,)H2*)Zh5Hｸ7(5369 .X*ｸ,)H2*)Zh5Hｸ7(5  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
360 .X*ｸ,)H2*)Zh5Hｸ7(5360 360 360   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
TUS37 h 馼ｬyyﾒTUS37 h 馼ｬyyﾒTUS37 HﾙyﾒTUS3 h 馼ｬyyﾒ  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
371 h 馼ｬyyﾒ371 h 馼ｬyyﾒ371 h 馼ｬyyﾒ371 h 馼ｬyyﾒ  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
出 所) Eurostat 【2003:22 】､ 表2｡
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②　中間消費
中 間 投 入 は､ 目 的 別 消 費 分 類(-COICOP ; Classification of lndividual
ConsumptionAccordingtoPurpose の 略 称､ United Nations 【1999 】) に 従 う｡
表4-4　主産出/主機能別中間消費配分
ユーロスタット中間投入品目(p32)この表はCOICOPに従った分類
住居 yﾒ&# 4輸送 亰hﾖﾂ運偸F66,偖ﾘ,,H~ﾂrĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
l1 閲6ﾘ9848ｸ5"ﾘ8ｸ徐{劔 ĀĀĀĀĀ
1.1.1 パ ン. シ リ ア ル ｲ  ĀĀĀĀĀ
1 . 1 . 2 肉  ｲ   Ā Ā Ā Ā Ā
1 . 1 . 3  儿  ｲ   Ā Ā Ā Ā Ā
1.1.4 从ﾙ?ｺH6ｸ5 唔y ｲ  ĀĀĀĀĀĀĀĀ
1.1.5 駅oｲ 駅oｸ 闥 ｲ  ĀĀĀĀĀĀĀĀ
1 . 1 . 6  ｩ Z  ｷ   Ā Ā Ā Ā Ā
1 . 1 . 7  冢 ﾈ ﾝ  ｲ   Ā Ā Ā Ā
1.1.8 俚ｹ9ﾂx888ﾘ+ﾘ,)Oﾈ9 ｲ  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1 . 1 . 9  瓜 h 蜥  ｲ   Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1 . 2 . 1  ﾔ R ﾒ 3 r R  ｲ   Ā Ā Ā Ā Ā Ā
3 衣料&履物 劔 ĀĀ
3 . 1 . 1  h ﾝ  ○   
3.1.3 ｸ,ﾉﾈ 笹{V 段:I 餬 ○  ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
4 住居.上下水道.電気.ガス.千 の他の鎗科 劔 Ā
4.1.1 ﾙ{ ○   hｾ H*ｸ ﾈ 徂ｾ X ﾙ{ 7ｨ6X8ｺI ﾈ 鶇ｯ ,ﾘ *ﾒ
現実賃貸料   
4.3.1 偖ｨｸﾈyﾒh8986X685 胃 驅 ○   84ﾊI¥x 鑠H5ｨ8986y9 宙*ﾚH6,ﾈ 竧, 誧H4ｨｸ7(6y9 鋳ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
4.3.2 偖ｨｸ9yﾒh8986X685Hｸ7(50   Hｬxﾔ蟹6Hｴ8ﾔ蟹Xﾔ隰yyﾙﾂ穎YMJI.ｸ蹕H7ｸ488ｸ7ﾘ999ﾈﾉｩZHｸ7(5ｒĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
4,4.1 Y; 仍ｲ ○   ĀĀĀĀĀ
4.4.2 僭ｯﾉZ 引 謁ﾒ ○   ĀĀĀĀ
4.4.3 ｩY; 傀 謁ﾒ ○   ĀĀĀĀĀ
4.4.4 ｸ,ﾉﾈ,ﾈ隴i5Hｸ7(5○   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
4 . 5 . 1  H ｴ 2 0    Ā Ā Ā Ā
4 . 5 . 2  ｸ 5 ○    Ā Ā Ā Ā
4 . 5 . 3  6 ｴ ○    Ā Ā Ā Ā Ā
4.5.4 侘XﾆE){ ○   ĀĀĀĀ
4.5.5 偬x6ﾈ8ｸ4ﾘｲ ○   ĀĀĀĀĀĀ
5 家具.家庭用品&住居定期メ ンテナンス 劔 Ā
5.1.3 hｾOYV定,ﾉ^(○   hｾﾈyﾚH,ﾈ?ｸｭﾈ-霽ﾈV唔69ﾘｮﾘｾ9Yﾂ7ﾈ5HｺH5(ｸ7ｸ7ｺH6xｸ5ｺH687JI|ﾘ984ｸ7h6ｹ9ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
5.2.0 i.ｹw 鰮Z ○   ĀĀĀĀĀ
5.3.2 傅ﾈﾅ 陷i.ｹw6Hｴ8ｮﾘｾ ○ ｲ ○  ĀĀĀĀĀ
5.3.3 i.ｹwｮﾘｾﾉ^(○ ｲ○ i.ｹwｮﾘｾﾈyﾘ5Bﾘ7(5lH4ｸ8影ﾊI:ｩ(ZHｾ伊B彿.ｹw艀旆姥ｨ框hﾘ4ｨ6H6Rﾓｨ8ﾈ4ﾘ5ｚI,冦YV宙5ｹ9ｒ駛H諂H諍wﾊI+)yﾙﾊH7(ｸ5h6(5ｲĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
5.4.0 旭ﾒﾈ9wV帝HwV○   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
5.5.2 傅ﾉ; 仞 艀 旆 ｲ  ĀĀĀĀĀ
5 . 5 . 2  傲 ﾙ x 8 ﾒ 0  0   Ā Ā Ā Ā Ā
5.6.2 陷hﾇh5Hｸ7(5 ○ ｲ ○ ｲ ĀĀĀĀĀĀĀ
7 輸 送 劔 ĀĀ
7.2.1 iw 鋹uﾉviV  ○ 88JH6(6X8ｨｺH5h8x6(47X5ﾂﾘﾈ6y9ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
7.2.2 iw 鋹E){ｨｩoｲ  ○ 宥'Bｨ9:H6h4(ｸ5ｸ8ｺH 悠ﾉE){ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
7 , 2 . 3  i w 棈 y ﾒ 饋 (   ○  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
ガレージサービス､パ-キングメ-タ-､自動車免許 7.2.4 iw 棈ｭi5Hｸ7(5  ○ ĀĀĀĀĀĀĀ
9 娯 兼. 文 化 劔 ĀĀ
9.3.3 刄K ー デ ニ ン グ ｲ  ガ ー デ ニ ン グ サ ー ビ ス は 除 く(4.4.2) ĀĀĀĀ
12 その他の財貨.サービス 劔 ĀĀ
12.1,3 侘)ﾈ54,ﾈ+ﾘ-ﾈ+ｸ,ﾉﾈｮﾘｾwV帝h蝎Z  ｲ ｨ7ﾈ8ｪH7x4ｸ7X8jIxw芥嶌V芥6x488ﾈ6(6x7ｸ7ｹ9ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
12.3.2 ｸ,ﾉﾈ,ﾉx,ﾈ. 鰻   几xﾗ9wｾ ⅸ7(42ﾘ4ｨｺH5H984 芥7487i9ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
12.5.2 偖ｩ 隴i]ｸﾊ ○   偖ｩ 陷 鞏]ｸﾊĀĀĀĀĀĀĀĀ
1 2 . 5 . 4  冲 y ] ｸ ﾊ   ○  俾 竟 I ] ｸ ﾊ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā






COZCOP 分 類 刮ﾆ 計 生 産 へ の% 帰 属 偖ｨｸ,ﾒ 調 理 ケ ア 冲rĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
家具､家具の儀付､住居のメンテナンス    ĀĀĀ
0 5 . 1 . 1 .  h ｾ ⅸ 徂 ｾ ﾉ O Y W B *  浮   Ā Ā Ā Ā Ā Ā
05.1.2. ｨｸ7(6zH+ｸ,ﾉﾈ,ﾉW 饂* 浮  ĀĀĀĀĀĀĀĀ
05.3.1. ｸ,ﾉﾈ,ﾈ 竧. 姥H*hｾ   ĀĀĀĀĀĀĀ
0 5 . 3 . 1 . l .  壷 ~ ) ﾌ 凭 ) 8 ﾌ 1 0 0  X   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 5 . 3 . 1 . 2 .  I 8 ｴ ｪ 9 x ｴ 1 0 0   浮  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 5 . 3 . 1 . 3 .  壷 6 H 8 ﾈ 9 8 5 r 1 0 0  X   Ā Ā Ā Ā Ā
05.3.1.4. yeｸｾx45(986h4(5h8x6ｲ100 浮  ĀĀĀĀĀĀĀĀ
0 5 . 3 . 1 . 5 .  傚 ﾈ ｴ 1 0 0  浮   Ā Ā Ā Ā Ā
0 5 . 3 . 1 . 6 .  h 9 2 饐 ( - ﾘ ｴ 1 0 0   浮  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 5 . 5 . 1  ｸ , ﾉ ﾈ , ﾈ 徂 ｾ ｮ ﾘ ｾ 1 0 0    Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 6 . 1 . 3  佶 ( ﾔ 隶 ﾘ ｾ *    Ā Ā Ā Ā
7 冲 r    
0 7 . 1 . 1 .  俾 竟 B * *    浮 Ā Ā Ā Ā Ā
0 7 . 1 . 2 .  8 4 * *    浮 Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 7 . 1 . 3 .  俾 ﾒ * *    浮 Ā Ā Ā Ā Ā
0 7 . 1 . 4 .  壷 F 竟 I 9 *    Ā Ā Ā Ā
8 ｩ ﾒ    
0 8 . 1 . 2 .  I X 8 ﾈ 6 ( 4 *  浮 X  浮 X  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
9 佩(ｧ 帝[h487   ĀĀĀĀĀ
09.l.l. 佩)wﾉHｾ ⅸ8ﾈ5(ｸ5ｺH 尨ｴｮﾒ0   ĀĀĀĀĀĀĀĀ
0912 ｨ88(6h4 亢ｮﾘﾏXｧxｴｮﾒ0   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
0 9 . 1 . 3 .  定 饑 , ｩ ﾘ ｴ ｮ ﾒ *  浮 X  浮 X  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
0 9 . 2 . 1 .  4 X 6 x 6 w 0    Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
09 2ー_2. 8986w( 靜(ﾙOR   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
12 ｸ,ﾉﾈ,ﾈﾞ 旆Hｸ7(5   ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ


























表 頭 に､ 主 活 動 と し て 住 宅､ 調 理､ 衣 服､ ケ ア､ ボ ラ ン テ ィ ア ワ ー ク の5 つ
のカテゴリーが示されている｡輸送は､前述の理由から､フレームワークに組
み込まれていない｡架空の数字が入っているので､勘定相互の連携がわかる｡
各 々 の 主 行 動 カ テ ゴ リ ー の 下 に､<SNA> と< 非SNA> と 記 さ れ た 列 が あ る｡
<SNA>列には､市場から受け取った金額､ <非SNA>列には家計生産された
サービスの評価額を記録する｡住宅カテゴリーについては､ <持ち家住宅サー





住 宅  劔 辛  ) ｸ 8 8 6 X 4 ( 4 ｨ ﾈ 5 " 計  
自 己 所 有 住 宅 サ ー ビ ス SNA ｸ,ﾉﾅ4 非sNA 非sNA 非sNA 非sNA 非sNA 非sNA 俘xﾇbĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
労 働 価 値    鉄     1 1 1 0  
被 用 者 報 酬  1 2  0  0  0  0  1 2  1 2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
自 己 所 有 住 宅 サ ー ビ  ス  田      6 0  6 0  ‰ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
住 宅 建 設  0      0  0  
自 己 使 用 の た め の 農  業 ､ 漁 業 ､ 狩 猟   3     3  3   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
生 産 に 課 さ れ る 税  0  0     0  1  
補 助 金      蔦 "  0  蔦 " - 2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
付 加 価 値 ( 耗 )  田 1 2  3  鉄 0  0  唐 0  7 5  1 1 8 4  
固 定 資 本 漉 耗  0  2  R    2 2  鉄 r 7 9  
付 加 価 値 ( 捻 )  塔 1 2  5  鉄 # R    " 9 7  c b 1 2 6 3   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
家 計 内 サ ー ビ ス   途     0  2 1 3  
そ の 他 の 中 間 消 妻  R 2 4  R 6  0  5   迭 5 0  C 2 9 0  
中 間 消 壬 合 計  R 2 4  " 6  0  免 ﾂ 5  " 0  迭 5 0  S 2 3 0 3  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
産 出  涛 R 3 6  C 2 l l  都 0  # 5  3 0  r 1 4 7  C 1 5 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā





















費 財｣ 表( 表4-5) で 見 た と お り で あ る｡
以上が勘定として記録する家計生産勘定と所得の発生勘定のフレームワーク
である｡









表4-7 　 拡 張 家 計 勘 定 系 列
拡張妻 計勘定 合計 俘xﾇb自己所 有住宅 サー ビ ス ｸ,ﾉﾂ,ﾈ5Hｸ7"5I+ 世話 ｸ826X4(4ﾈﾂ1日← Xﾇhｪ.2取引とバランス項目 hﾇhｪ.21日:- ｸ826X4(4ｨ世話 ｲ*事 ｸ,ﾉﾂ自己所 有住宅 サー ビ ス 俘xﾇb拡張家 計勘定 合計 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀの住宅 サービ ス
生 産 勘 定       伜 偬 1 2 8 9  蔦 C r 1 7  3 R 3 2 1  都 1 7 9  涛 R 1 5 6 6  c ッ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
9 4 7  2 1 5  鉄 b 1 8 9  免 ﾂ 2 7  迭 - 5 0  田 釘 中 r F l 消 壬    椿 ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾂ    Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1739 #c280 #2530 208 "-97 鉄s2 付 加 値( 盆)      ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
97 都20 27 10 -22 鼎 国 産~ 本 漉 耗       ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1642 ィ60 2503 198 -75 鉄32 付 加 価 値( 捷)      ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
所 得 の 発 生  勘 定       儻 H 廂 & ﾂ ｒ 5 3 3  蔦 s R 1 0  唐 3 0 0  鉄 2 1 1 3  田 1 1 8 4  c C " Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1149 #" 0 " 500 200 -12 用 軌      
4 0 0 0 0 生 産hl こ 課 さ れ る 税      
- 3  蔦 " 0  0  - 2  0  蔦 寄 助 金       
492 田260 3 0 -63 鼎 営 集 余 剰/ 混 合 所 得      ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
第 1 次 所 得  の 処 分 勘 定       亶 ｲ ｩ u ﾘ ﾚ ﾈ ﾘ x ; 4 9 2      鼎
用 i *  都 c b 1 1 1 0     1 8 7 6  Ā Ā Ā Ā Ā
4 1      鼎 産 所  S     1 5 0  
2 4 7 7     1 1 1 0  3 c r 1 所 得 バ ラ ン ス       Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
所 得 の 第 2  次 配 分 勘 定       乘 ﾕ ｨ ﾊ 班 ｵ 褻 5 簫 ﾘ , B ﾔ ｢ 1 3 6      C s r
5 7 0     - 1  鉄 s c - 2     3 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
2 2 7 3     1 1 0 9  ｣ c B 可 処 分 所 得       Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
現 物 所 得 の  再 分 配 勘 定       ( Z ｨ ; 1 1 6 4      # s 2
翠_8_ 社 会#_ 良_ ー_"" iA 亜 可 処 分 所 鴇 #    228 ĀĀĀĀĀĀ
2501    1109 3      
可 処 分 所 得  の 使 用 勘 定       ( Z ｨ ; 1 1 6 4      # s 2
2108    1093 R 鼻 別 消 え_"__""___ 年 金 基 金 の 耗 持 分 の 変 動      ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
l l      免 ﾂ Ā Ā Ā Ā Ā
176    16 77-.-       ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
調 整 可 処 分  所 得 の 使 用  勘 定       ( Z ｨ ; 1 3 9 2      S
2 3 3 6     1 0 9 3  # C 2 現 せ 別 消       Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
年 金 基 金 の 耗 持 分 の  変 b  免 ﾂ     l l  Ā Ā Ā Ā Ā
1 6 0     1 6  c 貯 書       
草 本 勘 定       竸 1 6 0  b     s b
134 b36 R33 R15 -43 田 捨 固 定 ■ 形 成      ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
-97 蔦s-20 -27 蔦-10 蔦"22 鼎 固 定 資 本 漉 耗      ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
2      晶 加       
5      迭 壬 f E . E ) E , の 処 分 / 書 手 I    -  -   Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
出 所) Eurostat [2003:46 】､ 表7｡
表頭を見ると､源泉､使途に分けて､拡張家計勘定合計と内訳(自己所有住















694･ ･ ･ ･ 生 産 勘 定 使 途
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固 定 資 本 減 耗 　 　 　 　 　40･ ･ ･ ･ 　 同 上
被 用 者 報 酬 　 　 　 　 　 　39･ ･ ･ ･ 所 得 の 発 生 勘 定( 家 計 生 産 勘 定 よ り)
生 産 物 に 課 さ れ る 税 　 　3･ ･ ･ ･ 　 　 同 上
控 除 　 補 助 金 　 　 　 　-1･ ･ ･ ･ 　 　 同 上
営 業 余 剰･ 混 合 所 得 　492･ ･ ･ ･SNA 値
産出 1269
ボランティア活動から自己所有住宅までの家計生産分は家計生産勘定の産出よ













そ の 他SNA 　 　 　 　 　24
食 事SNA 　 　 　 　 　6






る こ と に 注 意)､ 及 び 財 産 所 得 受 払(150-41) が 記 録 さ れ､ 第1 次 所 得 バ ラ ン


















































5-1-1 　 イ ン プ ッ ト 方 式 の 選 択


















































し て 以 来､ サ ン プ ル･ サ イ ズ 約19 　 万 人( 約8 万4 千 世 帯､ そ の 世 帯 に ふ だ ん
住んでいる10歳以上の世帯員)のプリコード方式の調査(現在のA方式調査























図5-1 　A 方 式( 上) とB 方 式( 下) の 調 査 票 の ち が い
出所)総務省統計局ウェブサイトより｡ ｢調査票Aと調査票Bの生活時間欄の違いについ













以 下 の 図5-2 はHETUS と 社 会 生 活 基 本 調 査A 方 式 を 比 較 し た 図 で あ る｡
HETUS 大 分 類 倆 檠cY8ｮ 馮ｹ+(ﾛUﾈﾘhｹﾉ: 饂ｩ}ĀĀĀĀĀ
1 睡 眠  y k Ā Ā Ā Ā
2 身 の 回 り の 用 事 と 食 事 x,ﾅｸ 謾ﾂ 笘,ﾉw 饕ĀĀĀĀ
3 食 事 
3 仕 事 と 仕 事 中 の 移 動 店 覃 饕Ā
4 学 習  塗 ｧ x ｼ b Ā
14学習.研究(学業以外) 
5 家 事 と 家 族 の ケ ア 度 徂 饕Ā
8 介 護. 看 護 
9 育 児 
10 買 し ヽ 物 
19 受 診. 療 養 
6 ボ ラ ン テ ィ ア5 舌 動 x7ｸ886X4(499: 粨 檍|ﾘﾏｳY9:ĀĀĀĀĀĀĀĀ
7 参 力 ロ 活 動_ 交 際､ 教 養- 娯 楽 委ﾝｲ 餮H*ｸﾘx*"ĀĀĀ
声 休 養､ ス ポ- ツ､ 趣 味- ゲ 一 斗 8ｷ 駅ｲﾘ*ﾘ,(.ｸ*ﾂĀĀ15 趣 味. 娯 楽 
16 ス ポ- ツ 
9 テ レ ビ (6X8ﾈ7"x4 帝i[r 鞴x 頸ĀĀĀĀĀ
10マスメディア(テレビを除く) 
11 移 動 昆: 竕,ｨｼ 粳,ｨｧx/*ﾒĀĀĀĀĀ
12 う ち 通 勤 的,ｨｼ 粳,ｨｧrĀ








た と え ば､ 水 野 谷 【2009､ 20101､ 佐 藤 【20101 を 挙 げ て お く｡
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ヨ ー ロ ッ パ 方 式 の 行 動 今 回 推 計 に 使 っ た 家 計 サ ー ビ ス 
行 動  k  俎 9 : ヨ ー ロ ッ パ 方 式 の 説 明   Ā Ā Ā
住 宅 hｾﾉｹ"986X685yﾒ 偖ｩ 家 具 の 製 造. メ ン テ ナ 修 理 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
家 屋 関 連 財 と メ ン テ ナ ン ス 劍 徂 夊ｭiﾞ,h8986X685ĀĀĀĀĀ
家 具 移 動  清 掃  劍 徂 ｾ ｩ : Ā Ā
清 掃 IﾂĀĀĀ
園 芸 剪ｲ 理 磯jH 序-ﾙZ]ｹi 鰻(*ﾘ.ĀĀĀĀĀĀ
調 理 磯jH 序-ﾙZĀĀ
保 存 食 品 つ く り  劍 7 9 8 , ( * ﾘ . Ā Ā
パ ン つ く り  ケ ー キ  劍 5 ｸ 4 ﾂ Ā Ā Ā
家 庭 菜 園  剄 ﾙ 縫  俤 囘 B I 2 Ā Ā Ā Ā
被 服  俤 囘 B I 2 I 2 2 Ā Ā Ā Ā Ā Ā
育 児 倡ｹYﾂÂĀĀĀĀ
ケ ア  倡 ｹ Y ﾂ 靜 ﾂ
輸送 俾竟Itr8(ｸ5ｸ684齷:竟HyﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀペットの世話 
嘩送 俾竟Itr8(ｸ5ｸ684ĀĀĀĀĀĀĀĀ
家 事 管 理 ﾇﾂĀĀĀ
自 動 車 修 理 劍 彿.ｸﾝ7(6x,ﾉ) 徂ﾇh 駟k 詹*ｲĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
ボランティアワーク ﾈ,ﾉy7肩,ﾈ+ﾘ-ﾈﾞHｸ7(5ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ








大分類項目｢無償労働｣に関連するA方式行動分類は､ ｢家事｣､ ｢育児｣､ ｢介

































































10 歳 単 位 に 分 割 さ れ て い る｡ す な わ ち､ ～29 歳､ 30-39 歳､ 40-49 歳､ 50
-59 歳､ 60 歳 ～69 歳､ 70 歳 ～ の6 つ の 年 齢 階 級 に よ っ て､ ラ イ フ ス テ ー ジ 別
に､家計生産･所得支出勘定を推計した｡家計生産勘定は､最終消費支出概念
ではなく､現実最終消費概念によっていることに注意する｡
5-2-2 　 家 計 生 産 勘 定 の 推 計 方 法
1) 　 家 計 生 産 項 目 は､ 次 の 通 り｡
住 宅､ 調 理､ 清 掃､ 洗 濯､ 縫 物､ 家 事 管 理( 雑 事)､ 育 児､ 介 護･ 看 護､
輸送､買い物
2)　中間投入項目とその品目











































中ltq投入 ey8ｩ?ﾉV之ﾆﾈﾏ冩9~最終消費財 市場生産品の購入 hNその他の支出項目 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
住宅千手料 設備♯祥一維持 光魚.水;暮料 ｩF驅ﾔ磯h+ｸ,ﾉﾈ,ﾈ5Bﾘ7(5ｩD9yﾒｸｹG)Xｭhﾅxﾔ磯b｢崇I h駟whﾞHｴ8ﾟ(D"~)&yeｹwｮﾘｾ8.通イ言 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ9.教育棟兼料等 81国公立横井料私捷♯ 教科書一宇軍事ゴ教材 8.2補習載fF_3
10.教弓■娯兼 
鹿 の 手 入 れ - 秤. 蛍 光 ラ ン プ 劍ｻ4 佩(ﾉ9w 軏 偵)[e､hｾĀĀĀ
- 気 代  剪 ﾘ d ｧ B 暮 T 己 . 絵 画 用 具  Ā Ā Ā
ガ ス 代  劍 + ﾘ / + r ノ ー ト ブ ッ ク  Ā Ā
他 の 光 熊  剪 ｨ ｨ 6 ( 6 r 他 の 紙 製 品  Ā Ā Ā Ā
上 下 水 道 料  劍 咎 ｨ 5 ｨ 6 ( 6 r 他 の 学 習 用 消 耗 品  Ā Ā
‡ 事 雑 貨  剪 ｢ 8 ﾌ ｳ ﾅ 他 の 学 習 用 文 一 芳 具  Ā Ā Ā皇 内 装t 書. 装 飾 品 ﾈ,ﾉ[e､dｧBĀĀ
火 災 保 険 料  ﾈ , ﾈ b ｸ 艀 旆 漠 ^ 筈 ﾉ } 謦 i 王 動 用 A 類  Ā Ā Ā Ā･ ベ ッ ド  7 ﾘ 8 ﾈ 7 I w ｨ Ā Ā Ā Ā Ā布 田 】 ﾈ,ﾈ 暮: 駢ｾĀĀĀ
J く- ソ ナJ レ コ ン ビ ユ- タ ﾂﾘ69wVĀĀĀĀ
良).- ∴.T. X8ﾈ7(5ｸ8ﾈ,ﾈ4ｧｸ/ｾĀĀĀĀĀĀĀĀ
食 ‡ 斗 家 事 雑 貨 2- 椴 外* 幽8ﾈ985rĀĀĀĀ
魚 介 類  乂 x ﾕ ｨ ｸ ｹ 炊 事 用 t 気 器 具  H 4 8 6 ﾘ 8 ﾈ 8 Ā Ā Ā Ā Ā
肉 事 裏 剞 沫p ガ ス 器 具 乂 定 吠ﾉwj( 諍w86h4(4ĀĀĀĀĀĀĀĀ
宇L卓桐類 野菜.海藻 果物 油丹旨.毛一味料 ‡子類 調理食品 飲料 アノレコ-ノし.たばこ 苓わん.皿.鉢 他の*卓用品 なべ.や力ヽん 他の台所用品 タオノレ 他の崇事雑貨 冲気冷♯鹿 佶2阮iﾈYH86h4(BI'"ﾈ,ﾆ運佩(ﾉ9wVI^佩(ﾉ9w軏9yﾙ2ｩH帝ﾈ,ﾟﾉZﾌﾉ^佩(ﾉ85Hｸ7(5霾竟9}齷:竟H闍X{&ﾂ戯^佩(ﾉ85Bﾘ7(5{xﾗ8I{ﾃﾈ684驅xﾗ2｢､8ﾙ>+ｸ,ﾉﾈ,ﾉ<XﾆBﾘｼ"鞏YｩjB｢ﾕXｾiﾚX6ﾄﾉnｹUTｧB皐ｸ蹣UR｢ﾈ,ｪXﾚR8ﾝTｧB)倬hﾅ饐ｸﾊI&ﾆ$兢ｸﾊĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
家事用消耗品 ﾈ8ｩﾂ(7bH頷ｨｸHﾝﾂ膾(粳f讎fﾄ｢ﾈ,ﾈ徂wmYV手書サービス 幽ｴ9I7D､RĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
生地.糸類 手芸.工芸材料 和J)a 言羊J)良 シャツ.セーター穎 下I頼 他の1妓服 JI抽壬i h92ĀĀĀĀ
洗 濯 用 洗 剤 被 服BEIi 車 サ- ビ ネ ĀĀ
書■tZI ペットの世話 Ek芸 兌hｩdhｾﾙ'",ｨXｶr磯bIZ｢7(6x7Bﾘ6ﾈ,ﾈ芥ｭｩZYZる:Vﾈ耳ｨﾇﾈ鄕自:VBlb物事再l完代 ｦ⑩DｧB鞍yHｨy'BĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀpHSの本体価格と加入料) インタ-ネット接続蛾IEイ寸 Ei]定t書舌稚 ファクシミリ付Eil声:t詩経 
6JB以下の医薬品 他のがん具 6Jt以下の医療サービス 保育サ-ビス ĀĀ
医兼晶 書寺取白身 X4(6(5h8X7坪ﾈ*ﾒ6x48ﾈ6(6x7坪ﾃﾂﾒ保健匡鎌サービス 歯科医療 歯科以外の珍書 出産入院料 出産以外の入G亮料 保育所井用 介柾サ-ビス ĀĀĀ
健Jt保用摂加( だしなみ案分) 
保健医一女用品-器Jt 理美容サービス(身だし なみ案分) 理美容用品 身の回り用品 ‡事用消】托晶 崇Iサ-ビス 
自動車一牡持 ｸ5ﾈ8ｨ92齠ZX9兀IV齪ｩx詹9亊iwV齷:竟E2齠ZRｸ決､ﾉtr'B8懐(r｢ ｲ(hﾌ8鍈齪自5ﾔ箸ｹ?ﾂﾋIWItsB｢2|ﾚ(6"ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ






項 目 vR 逸 檠hｨ 旭 馮ｹ+(ﾛUﾈ,h. 鋳 該 当 労 働 市 場 賃 金 ĀĀĀĀĀĀĀ
住 宅  佶 ｩ ' ｢ 頡 9 R 大 工  Ā Ā
調 理  磯 h , ﾈ ｬ y y ﾒ 詞 琴 師  Ā Ā
菓子?くり 趣味としての菓子つくL) )yﾘ踪ﾊ做ｸ*"ĀĀ
清 掃 偖ｨ-ﾈ*(,ﾈ 詹?ﾈ.｢ 騫ﾒ 清 掃 員 ĀĀ
洗 濯 ﾈ 詹?ﾈ.｢ 洗 濯 エ ĀĀĀĀ
裁 縫 ﾈﾞ ﾉﾂ¬j,h+X,H,ﾈ 笹}ﾈﾞ ﾉﾂ 羊 シ ン 縫 製 工 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
家 事 管 理 )ｬyyﾒ 用 務 員 ĀĀĀĀ
園芸 趣味としての園芸 ペットのせ言舌 僞ﾈｼhĀĀĀ
介護 ｹv8髦決､靜ﾂ隰Xﾎﾂ彿,ﾉx,ﾈ.ﾉ)+ｸ,ﾉﾈ,ﾈ徂饕看護印+准看言渡師+ホームヘルパ  ーĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
育児 ｹv8髦,ﾈ櫁ﾎﾂ隰Y<Yd鬢ﾉv8髦,ﾉyﾈ,ﾉ),hｬI<"?ｹv8髦,iuh-Bｹ儻I5ｹﾈｻ8屍保育士 ĀĀĀĀĀĀĀĀ















































































































































基 準 額 ×0. 75
基準額×1
基 準 額 ×1. 25
基 準 額 ×1. 5
大阪市の比率を使用
保険料率　　　　　事業者側　被保険者側
19. 5/1000 　 　 　 　11. 5/1000 　8/1000
21.5/1000 　 　 　 　12. 5/1000 　9/1000















360 万 円 以 下 　 　 　 　 　 　 収 入 金 額 ×0.3+18 万 円
660 万 円 以 下 　 　 　 　 　 　 　 収 入 金 額 ×0. 2+54 万 円
1000 万 円 以 下 　 　 　 　 　 　 収 入 金 額 ×0. 1+120 万 円












×0. 2 　 　- 　 　330,000 円
×0. 3 　 　- 　1,230,000 円







































































































賃金俸冶+混 合所得 倆 檠X 2ﾓ 社会保険. 国民保険 佶(ﾔ饐ｸﾊ 雇用保険料 傀ｩ;粨 , *佝 ﾙR ﾓ"
開  俚 y " 1 3 . 9 9  都 紊 1 5 . 7 9  s R r 2 8 . 7 5  蔦 ゅ C b Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
S 比232.905.900 づ3 ッﾃ17,526,800 湯ﾃc32ﾃ#1,226,100 BﾃbﾃĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
男 傚xﾇb265,485,024 鼎 ゅ3sﾃccB20,293,502 bﾃC 唐ﾃS#1,578,642 "ﾃsb 經bĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
男 性 途ﾃ3B 縱#B35,829,636 Rﾃ3RﾃS19,621,612 ﾃs" 繝sB14,185,588 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

































現 物 移 転 劔Oｨ5Hｸ7(5ĀĀĀĀĀ
SNA 値 9|9N 開 差 率 ① &ﾂ 教 育+ 福 祉 丶ｨﾛyzbbĀĀĀĀĀĀĀ







表5-7 　 社 会 保 障 年 金 と 　SNA と の 開 差
推 計 r｢ 推 計 卓 合 計 隻 ﾂﾘxﾇiﾂ 時 差 卒 0.937581 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
国民年金 佰ｩ iD霎 合計値 仄Hﾜ ﾓ  仞 侏ｸｾ , h. D霎 年金基金 

















































































































































5-3-1 　 家 計 生 産･ 所 得 支 出 勘 定 か ら 言 え る こ と
初めに､家計生産と市場生産を表5-8から見てゆく｡
表5-8 　 家 計 生 産 と 市 場 生 産 の 比 較
単位:倍
20-29 歳 ﾓ3 俐40-49 歳 鉄ﾓS 俐60-69 歳 都ﾓs 俐 合 計 ĀĀĀĀĀĀĀ
市 場 財. サ ー ビ ス の 購 入 21.87 R2.42 縱20.95 緜2ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
家 計 生 産/ 市 場 生 産 貳ﾂ4.55 釘 紊4.66 纉1.62 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
家 事/ 市 場 購 入 經"5,16 釘 纉6.01 迭ﾃc"6.42 迭ĀĀĀĀĀĀ
育 児 ′ 市 場 購 入 纈 絣2.0.3 纉3..25 澱 纉0,72 ﾃĀĀĀĀĀĀĀĀ
介 護/ 市 場 購 入 b0.55 "0.30 b0.10 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
冶 送 ′ 市 場 購 入 R 繝ll.66 途 紊"7.75 途B4.85 唐ĀĀĀĀĀĀĀ
まず､家計生産と市場生産の比率を見てみると､全体では家計生産が市場生
産の3.2倍､最も家計生産をおこなっている世代は､50歳代の約4.7倍である｡













表5-9 　 余 剰 と 貯 蓄
霊位:億円
- 2 9 義   ﾓ 3 亳 4  ﾓ C 弔 5 0  蔦 S 亳 6  ﾓ c 釘 7 0  亳 合 計  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
‡ff生産 倡8ｩh蜥家計生産 倡8ｩih蜥幸ft生産 倡9|ih蜥専廿生圭 倡98h蜥‡ff生産 倡8ｩh蜥‡計生産 倡8ｩh蜥家計生産 倡9|ih蜥ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
可 処 分 所 得  2 9 6 , 6 6 2  5 3 2 , 9 6 6  5 7 1 , 9 2 9  6 3 1 , 6 3 0  4 2 1 . 1 8 7  4 5 7 . 6 4 3  2 , 9 1 2 . 0 1 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
嚢 傷 労 鴨( 義 会 ‡ 用 法) 3B 縱S  # ゅ R  紊3  #B 緜3B  SR c  #B  經C 偵  
嚢 償 労 鱒( 代 替 費 用 法) #B 緜 r ﾃCsr 3 づ3#r c # 湯 c x 爾 縱 途 ィ モ
l 余 璃 注 )  S "  づ 3 C  鼎 B ｳ 2  田 B 經 B  鉄 b ﾃ  鉄 " 澱  c R ﾃ C # "  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Āl  … 荊 ‡ 支 出  2 0 3 月 2 7  4 2 5 . 6 5 6  5 4 7 . 4 5 0  6 2 9 . 8 0 4  5 6 7 . 8 7 0  4 8 2 . 1 5 0  2 , 8 5 6 . 2 5 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā







3.4% 程 度､ 30 歳 代 で は 約7.2%､ 40 歳 代 で は7.7%､ 50 歳 代 で は10.2%､ 60














表5-10 　 貯 蓄 率 の 推 移
年 ｨ 璽# 俐30 ～39 歳 鼎ﾓC 俐50-59 歳 田ﾓc 俐70 歳 ～ ĀĀĀĀĀĀ
2000 b32.2 偵27.2 r23.6 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
2001 B33.6 r 絣27.0 ゅb29.4 ĀĀĀĀĀĀĀ
2002 b33.3 r 纈25.6 2 縒22.0 ĀĀĀĀĀĀĀ
2003 ゅb32.2 b 纈23.9 " 絣17.9 ĀĀĀĀĀĀ
2004 B31.4 ゅ23.6 湯 紕20.2 ĀĀĀĀĀĀĀ
2005 B 縒30.7 r 繧24.0 縒7.2 ĀĀĀĀĀĀĀ
2006 " 縒32.6 偵27.8 途 繧14.6 ĀĀĀĀĀ









～Q/ ～q ♂/bq bo/ ㌔ bO/bq bO/ ♂ 10/
坤- 　 男 性 　 中 称- 　 女 性
～0,～q ♂ >0,㌔グ♂/♂ ^ o/
棚か男性　中断女性
(単位　余剰:億円 金1人当たり　万円)
20-29 膨3ﾓ3l40-49150-59 姪cﾓcl70- ĀĀĀĀ
余 剰  ｩ ｲ 7 7 8 2  3 # S 2 2 8 3 9  S r 3 5 2 3 3  3 迭 Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
女 性  ﾃ 3 s 2 5 , 0 9 1  ﾃ # c B 2 5 , 3 5 7  縱 s R 3 0 , 9 0 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
賃 金 ｩｲ190.95 c2 繝B365.98 鼎 ゅ3R365.95 SB 繝ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
女 性  途 " 2 3 5 . 2 6  C 2 紊 b 2 3 1 . 5 9  湯 1 9 9 . 1 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā














表5-1 1 　 有 償 労 働 時 間 と 失 業 率
単位(%､分)
総 数  畠 & ｩ ｲ l 女 性  Ā Ā
年 俯鮎izb有償労働 冖8┼:ﾒ男失業率 冲ﾈ┼:ﾒ無償労働 傚xｼizb有償労働 冖8┼:ﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1976 310 #r2.20 鉄12 緜r232 3"ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1981 311 32.26 鉄214 2219 3ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1986 縱r302 322.74 鉄18 繝"212 CĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1991 295 32.01 鉄24 "209 3"ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1996 R283 #3.35 鼎s27 b192 #bĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
2001 迭2263 35.23 鼎Sb33 釘 縱R177 #RĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
2006 釘2267 3B4.31 鼎c239 繝r180 #BĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
2011 釘 經256 cb4.88 C272 釘b173 SbĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1 9 7 6  1  1  1  1  
1981 1.0 1.0 1.2 0.9 
1986 紕1.0 1.2 1.5 縒0.9 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
1991 1.0 0.9 2.0 0.9 
1996 縒 0.9 1.5 2.3 0.8 
2 0 0 1  絣 0 . 8  2 . 4  纈 2 . 8  繧 0 . 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
2 0 0 6  0 . 9  2 . 0  纈 3 . 3  0 . 8  











お け る 家 計 生 産 と 消 費 　2001 (Household Production and Consumption in
Finland 　2001)｣ を 公 表 し て い る｡ こ の フ ィ ン ラ ン ド の 家 計 生 産 勘 定 で は､ 本
稿と同様に､年代別推計が行なわれている｡さらに､フランスでは　2010年に
｢ フ ラ ン ス の 家 計 サ テ ラ イ ト 勘 定 　2010 (Household Satellite Account for
Francein2010)｣では家計生産と所得支出勘定を連動させた勘定を作成してい
る｡ ま た､ 米 国 で は､ ア メ リ カ 時 間 使 用 調 査(American Time Use Survey)






日本 84ﾘ8ｨ5フィンランド (?8bﾘ92ﾘ7B986スイス H885アメリカ ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
公 表 年  0 1 3  2 0 0 1  涛 2 0 1 0  2 0 1 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
GDP 70623 C ゴcR1444 田3r572665 涛 ゅR14660.4 ĀĀĀĀĀĀĀĀ
10億円 儷9iﾈ7ﾈ98610億ユ-口 iﾄ螽6ｲ10億スイ 壓8hｸ8ﾒ10億ドル ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
単 位   坦 %  坦 %  %  Ā Ā Ā Ā Ā
住 居  偖 ｩ ∩ . a  1 6 . 6  湯 紕  2 繧  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
家 事  8 . 8  2 6 . 9  繧 6 4 . 2  B 2 5 . 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
庭 仕 事    釘 絣  
清 掃  釘   途 紕  
調 理  縒  R 9 . 6  免 ﾂ 2 3 . 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
食 器 洗 い    釘 絣  
衣 服  綯  迭 3 . 6  3 . 4  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
洗 濯    纈  
手 仕 事    繧  
家 事 管 理    釘  
育 児  . 2  4 . 5  1 4 . 0   Ā Ā Ā Ā
介 護  . 7   途 綯 6 . 8  迭  Ā Ā Ā Ā
輸 送  ゅ  0 . 0   ⊓ ⋣   Ā Ā Ā Ā Ā
買 い 物  . 8  2  5 . 1   Ā Ā Ā Ā Ā
ボ ラ ン テ ィ ア  . 0  絣 4 . 5   紕  Ā Ā Ā Ā Ā Ā
日 本: 内 閣 府｢ 家 事 活 動 の 評 価 に つ い て｣ (2013 年) 図 表 よ り 作 成｡
イ ギ リ ス: Household Satelll'te Accounts/ Valul'Dg Household TraDSPOZ･t J'D the
UK2001
フ ィ ン ラ ン ド: Household Pz･oductl'oD and CoDSumPtL'oD LID Fl'DhDd 2001
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド: Measun'Dg UDPal'd Work l'D NewZealaDd 1999
JR イ ス 　 　 　 　 　: ス イ ス 統 計 局 　HP 　 に お け る サ テ ラ イ ト 勘 定 　Household
Production よ り 作 成
http ://www.bfs.admin.ch/bfs/portal/en/index/themen/03/06/blank/key/saLk
ont/01.html
フ ラ ン ス: Household Satelll'te Account loz･ Fz･aDCe l'D 2010
ア 　 メ リ 　 カ: AccouDtl'Dg foz･ Household Pz･oductl'oD l'D the Nat)'oDal
Accounts,1960-2010 , Survey of Current Business (2012)
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表5-1 3 　 各 国 に お け る 男 女 別 時 間 配 分
(時間.分) 
日本 亊異｣アメリが) ｨ6ｨ爾ベルギ  ー862フランス 84ｸ8ｨｲフイカント rﾘ6h92イギリス ﾘ8ｸ4X4x6ﾓ2rĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
男 悼 侘)ﾉ4410.56 經"10.31 經 日.05 經2ll.56 免ﾂR10.32 b10.38 ｢ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
睡 眠  唐 R 7 . 5 0  唐 r 8 . l l  唐 8 . 2 3  唐 經 b 8 . 3 7  唐 2 8 . 0 3  唐 2 8 . 1 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
身 の 回 り の 用 事 と 食 事 經3.02 經B2.40 2.30 2.28 經:.ll R2.01 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
仕 事 と 仕 事 中 の 移 動 釘 經r4.04 釘B4_ ー5 2.51 b3. ー0 "3.57 b3.25 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
学 習  經 " 一 . 2 9  0 . 3 4  紊 R 0 . 3 4  0 . 3 0  B 0 . 1 3  R 0 . 3 4  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
家 事 と 家 族 の ケ ア r0.39 2.29 B2.10 b2.32 R2.33 2.08 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
自 由 時 間 侭? 鉞i- 二~~ii 澱 岳 諭 迭r6 元 釘 經-6. 万6 田ｦﾆﾅ6.~~ 衰 亦ﾒ 鉗 讎｢ 占 ∴j"i ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  C R 0 . 0 0  0 . 2 1  0 . 1 6  b 0 . 1 3  R 0 . 1 3  0 . 9 9  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
他 の 自 由 時 間  釘 紊 " 4 . 4 6  迭 紊 5 . 2 9  迭 r 5 . 4 6  釘 紊 " 5 . 2 6  迭 經 5 . 1 5  迭 6 . 0 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
う ち テ レ ビ  頭 C ｣ 1 ､ 5 1  經 r 2 . 1 7  B 2 . 0 2  " : ､ 1 9  b 2 . 0 2  紊 2 . 1 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
移 動  r 一 . 5 3  剴 1 . 2 6  1 . 0 3  貳 ﾂ 1 . 2 7  r 1 . 2 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
う ち 通 勤  2 0 . 4 0  劔 0 . 2 1  0 . 2 4  R 0 . 2 1  R 0 . 2 2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
そ の 他  B 0 . 1 6  劔 0 . 0 5  2 0 . 0 0  B 0 . 0 6  0 . 0 5  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
女 性 况)ﾉ44ll.06 經210.56 免ﾂ2ll._24 免ﾂ 貳ﾂ12.ll 免ﾂ10.47 紊"10.57 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
睡 眠  途 經 7 . 5 0  唐 紊 8 . 2 2  唐 紊 8 . 3 0  湯 8 . 4 9  唐 紊 " 8 . 1 2  唐 紊 8 . 2 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
身 の 回 り の 用 事 と 食 事 "3.02 2.51 紊"2.41 2.18 R:.30 2.10 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
仕 事 と 仕 事 中 の 移 動 r2.22 經r3.00 I,34 經R2.02 B2.40 白 經b2_ll ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
学 軍  經 1 ､ 2 1  ﾃ # r 0 . 3 7  紊 " 0 , 3 2  0 . 3 0  b 0 . 1 8  R 0 . 3 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
家 事 と 家 族 の ケ ア 釘"3.09 蔓 二 号 芦 釘R.?.: ー__ 甲 釘"4.39 6｣･｢ 早,:.,_1,1_ 紊r3_24 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
自 由 時 間 粡 鉉 綯i:::: さ~i 免 姪ｦﾃCRi.li 俣｣ｦ 蔦b6".31 侭ti~: 盲6 俘(+25 諭 亦ﾒﾓ｣ｦf6.01 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 B0.9: 20.2.4 0.14 "0.08 B0.12 "0.09 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
他 の 自 由 時 間  釘 b 4 . 2 2  迭 4 . 5 2  釘 經 b 5 . 1 7  釘 b 4 . 4 3  迭 4 . 5 8  迭 5 . 5 2  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
う ち テ レ ビ  1 . 5 3  " 1 . 5 5  2 1 . 4 6  " 2 . 4 0  1 . 4 5  r 1 . 4 4  ‴ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
移 動  1 . 3 4  剴 b 1 . 1 7  經 0 . 5 1  b 1 . 2 0  1 . 1 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
う ち 通 勤  0 . 2 3  劔 0 . l l  2 0 . 1 4  C 5 " 0 . 1 6  B 0 . 1 5  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
そ の 他  r 0 . 1 8  劔 0 . 0 5  2 0 . 0 0  ｳ B 0 . 0 7  0 . 0 5  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
調 査 年 月 011.10 偵2011.1- ﾒ1998.12 紕ﾒ1998.2- 涛 偵 辻1999.3- 2000.6- ﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
2011.12 " ～2000.2 " 紕 9ー99.2 纈2000.3 # 纈2001.9 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ




韓 国 はKorea Natk)nd StatlStlCd OWICe, '12009 Report on the Tlnt: Use Survey I
ア メ リ カ はU S Bureau ofLd)or StatlStlCS(BLS). llAI 托nCaJI Tlme Use Survq, - 201 I Resuks ● ●
カ ナ ダ はStatlStlCS Camda. "General 弘cialSun, 可- 2010 0veruew of the Tl 碓Use of CmdlanSM
E U 諸 国 はEUROSTAT･ ■'Compard)le tln-Se StatlStlCS - National tal)ks hm 10 Eult)Pean00untneS I Fd)n 叩2005.I
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-1) 劔 劔 劔hﾇiD 韃hｩh 蜥 劔ﾉNHｧ)4 壓 冷ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
g t 7 l 壬 ( 1 8 年 a f F n 推 f r ま み )  劔 5 1 8 3  8 4  都 s # C 2 剴 r 6 9 7  S 2 9 . 8 5 8  偵 s c " 湯 繝 途 湯 ﾃ c 9 . 5 4 6  9 . 4 5 3 . 3 4 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
世 帯 人 員 ( 人 )  劔 3 2  剴 3 b 剴 3 剴 " 縒 . 4  剪 l 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
1 8 j Z 未 満 人 員 ( 人 )  劔 8 2 4 6 8 2  剴 3 都 C C 剴 C s s R 田 3 釘 纉 S 偵 S # b 剴 2 纉 C " 3 . 0 1 0 . 6 1 1  剴 R 4 8 6 . 9 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
6 5 i 以 上 人 員 ( 人 )  劔 1 5 7 6 6  剴 # S c S 剴 鉄 ﾃ s S " 經 ビ 剴 B 纉 . 7 1 2  , 3 0 9 . 2 5 0  剪 2 0 4 . 4 7 3  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
世 帯 主 の S E 色 舌 の ~ ち 女 の 有 美 垂 ( ～ )  劔 3 1 ー  剴 3 C B 剴 C 偵 鼎 偵 r 剴 # ｳ 冤 l . 4  剴 3 E Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Āつ  世 帯 主 の 年 齢 ( J E )  劔 ～ 2 9 j E  剴 3 ﾓ 3 亦 劍 璽 蔦 C 筈 R 鉄 ﾓ S 巳 ﾂ c ﾓ c 巳 R 0 j E ～  劍 ﾘ x ﾇ b Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
-A-i: 剋s 】 ■ ﾈﾇh 蜥 倡4 巳b 物 耳h 蜥 侘8､b 豆｢ 倡4 又b 嬬8 耳 爾 市I 重 J,i- 剋s 】 ■# 綴｢ﾖ 討 倡8ｨ 蜥ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
住 宅  剩 q 島 手 書  1 . 3 3 6  冤 l . 2 9 5  塔 R ヲ " # b 涛 2 2 4 4  澱 緜 繝 釘 3 塔 2 ﾃ C B 3 . 1 9 3  6 . 7 3 7  . 5 4 1  鼎 c 繝 鼎 縱 s r Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
設 備 修 繕 . 維 持  2 3  剴 " ﾃ # c 2 剴 R S r 剴 津 s R 3 S b 剴 B S C c 4 . 6 5 3  1 5 0 5 7  剴 C R c . 6 2 9  4 5 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
光 熱 . 水 道  室 内 裳 * . 碁 ホ 晶  . 8 4 6  7 2 8  剴 偵 " 1 9  5 2  剴 " 3 b 剴 , 6 5 1  剴 " ﾃ C 3 B  偵 塔 R 唐 . 9 6 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
辞  任  仞 y ﾘ 怩 4 3 0  剴 r 剴 迭 剴 縱 s R 剴 " ィ . 4 3 8  剴 r 繝 3
中 間 投 入 貞  劔 2 7 6 6 3  1 2 9 5  涛 ツ C # # b # イ 2 田 c 3 b 繝 途 釘 3 b 縱 s 3 . 1 9 3  9 , 8 7 0  . 5 4 1  鉄 緜 ィ 鼎 縱 s r Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
･ r L J 田 , : A : こ  劔 7 6 0  9   途 縱 s 免 ﾂ 繝 c  7  偵 C S "  6 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
男  女  劔 7 5  $ 8 4  2  7  ﾂ  5 9 9  1 7 1  釘 纉 3 2 b 纉 3 r   9  都 s C "  " 7 2 7  7 4 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
住 宅 書 十  劔 2 8 4 2 3  冤 l . 2 9 5  涛 偵 S 姪 " # b R 0  澱 ﾂ 6 9 2  7 7 0  釘 3 # づ c C 3 . 1 9 3  1 7  偵 3 # " 3 . 5 4 1  澱 5 1  鼎 縱 s r Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
萌理 剞H料.非アルコール飲料 アルコール飲料.たばこ #手練貨 -般外食 学校拾食 3 5 2 塔rツB"ll,286 523 鼎r綯21 0 津Cs2ッ田や2ﾂ2 ﾃCSB紊S都BﾃSィb紊B23津#sbc塔RﾃCb偵3B2緜ッ18,389 238 6 14 3 S途14,207 254 r21 81 46 Bﾃッ偵#SĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
中 F i l 投 入 】 貯  劔 3 1 6 9 3  ー 8 0 8  田 C " " 3  塔 C 3 s R 0 1  涛 B 偵 ャ b r 繝 c R 1 8 , 6 2 6  0 3 , 7 9 9  4 . 4 6 1  鼎 C 4 5  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
無 1 - . 着 1 ■ 辞 4 度  劔 1 8 4 2 3  都 R  塔 "  塔 B 緜 # r 鉄 b 縱 s b  9  偵 s # 2  c r 4 4 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
男  女  劔 1  ー 6  都 C R c s  s 2 8  5  s 停  塔 1 4 5  4 8 2  經 " S 2 s B   4 5  偵 3 唐 # R  8 9  5 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
硯 理 計  劔 5 0  偵 b l l . 8 0 8  3 r ﾂ 5  " 緜 c 2 c b ﾂ  R 9 0 1  r 8 4 6  偵 ャ b c B ﾃ c C 1 8 , 6 2 6  5 3  津 S # " 1 4 , 4 6 1  塔 S 8 8  2 C R Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
斉 掃 剿ﾖ 事 用 消 耗 品 手 事 サ ー ビ ス  都S 369 C 塔cB 釘 ッ 經 釘 繝 釘ﾃc# 2.441 .374 .626 " 經 ビ 湯 緜
中 間 没 入 1 岳  劔 1 7 5 8  6 9  3 C 塔 ィ 鼎 ッ S 釘 ﾃ 3 繝 釘 ﾃ c # 2 . 4 4 1  . 3 7 4  . 6 2 6  " 經 ビ 湯 ﾃ c Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
･ r ∴ . 肌 i l ;  劔 1 0  釘  7  r 3  9 7  " 紊 C b  1  偵 c R  2 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
男  女  劔 1  8  S b s 3  ﾃ # r 8  9  # b ﾂ  4 3 9  7 5 8  ﾃ 3 ﾃ 偵 C R   1 8  # 纉 C R  R ﾃ # B 2 4 5  ー 3 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
清 掃 計  劔 l l  偵 ゴ " 3 6 9  " 纈 7  塔 c B " 9  ﾃ S 4 9 8  8 9 2  r s B 2 . 4 4 1  5  偵 C 3 2 . 6 2 6  c 6 8  湯 緜 Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
裁捷 剞ｶ地.糸類 手芸.工芸材料 和服 洋服 シャツ.セーター頬 下着類 他の社服 長物簸 0 78 4 4,240 1.734 674 713 1.078 C"途ﾃ2ﾂ" c迭唐B"317 601 403 786 676 789 2S途ﾂB爾" 鼎Cビ 鉄#"Sc2ゴC22324 165 06 5.223 3,438 1.765 l.093 1.488 紊#RB"501 825 061 275 666 571 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
中 F u T 投 入 哲  劔 1 6 6  . 4 9 3  C 2 R ﾂ 9  S R 7 1  c " I  田 3 R  4 8 9  3 . 6 1 3  S , 8 9 9  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
｢ - リ J i : : A : 三  劔 3 4 4  ﾃ 3 澱 纉 3 ﾃ C C r  . 8 0 5  C "
男  女  劔 0  3 4 4  澱 ﾃ " 紊 C r   2 , 8 0 5  C "
鼓 B 計  劔 5 1 0  . 4 9 3  絣 6 2  ｳ R C ｢ ﾃ s S 偵 S s ゅ S B 1 6  津 3 . 2 9 4  3 . 6 1 3  " 2  涛 繝 湯
洗 S F  剞 ﾜ  被 服 開 基 サ ー ビ ス  4 8  7 8  鼎 s " 田 ィ 鉄 釘 S B 田 ﾃ s C 田 S 1 , 6 3 9  0 9  . 3 1 6  澱 ﾃ " Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
中 r V L 投 入 ■  劔 2 4 8  7 8  鼎 s " 田 ィ 鉄 釘 S B 田 縱 C 田 S 1 . 6 3 g  0 9  . 3 1 6  澱 ﾃ " Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
* d r 単 一 ■ 評 f 類  劔 5 3 2 1  6  3 S 澱 2 纉 づ 3 B  7 . 4 2 3  0 8  
男  女  劔 4  纉 3  偵 b 2  都 3 # " 繝 c R 都 B # 2 ﾃ 釘 塔 C r r ビ  刪 1 4 6  1 6 . 2 7 7  6 7 1  1 3 ー  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
洗 5 f 計  劔 5 . 5 6 9  7 8  ﾃ  澱 8 4  B ﾃ # S B B 經 縱 C づ c 1 , 6 3 9  8 一 0 3 1  . 3 1 6  免 ﾂ 8 9  澱 纉 " Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
tSfJg 剳ｶ房具 切り花 ペットフー ド 他の愛がん動物.同用品 園芸品.同用品 電池 通信 動物病院代 04 863 353 225 648 136 3.996 51 迭r"づ286 62 08 546 ll 27 34 鉄S"塔縱ィBツb紊cB#ヲﾃゴ塔Cr田C"紊ヲ$c澱ﾃ'B#3r津cS田都r纉3RRcsB紊3bRﾃCB708 82 1.878 766 509 1.351 287 2.303 67 ﾂ停B2rC629 311 546 516 25ー 482 548 ﾃcrĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
中 間 投 入 籍  劔 6 5 2 5  5 1  # ピ R 鉄 S " r 8  塔 C r B 縱 # B 2  免 ﾂ 紊 # " 7 0 8   偵 c s b 5 6 7  都 ヲ 緜 r Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā
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あとがき
無償労働の貨幣評価は､ 1995年の北京女性会議における行動要領で､価値は
あるが可視化されない女性の家を中心とした労働を　GDP　と比較しその活動量
を可視化しようという試みであった｡筆者が社会人であった､1996年から1997
年に旧経済企画庁で実施された｢無償労働の貨幣評価について｣を担当したが､
この無償労働の貨幣評価は歴史的にも大変根深い背景を持っており､担当を離
れても問題意識を持ち続けていた｡当時は､自身が介護､仕事､家庭の仕事に
追われ､毎日が戦いの場であったので深く考える余裕が全くなかったが､定年
退職し､本格的に考える余裕ができたという事もあり､また長年業務として担
当してきた　SNA　との接点としての無償労働の貨幣評価を初心に戻って勉強し
てみたいという思いに駆られ､SNAの権威である専修大学教授の作間教授の門
をたたいてみた｡快くお引き受けいただいた時には､心から喜んだと同時に､
老いと向き合う自分を確認する勉学となった｡
多くの女性が携わる家計の労働は　SNA　の体系の生産の境界に入っていない
活動であるが､市場と同等の価値のある活動として一般的な生産の境界内の活
動と位置づけられている｡賢い主婦によって､ ｢家計の切り盛り｣を行い､家計
内福祉を一身に担ってきた家計内労働は､｢タダの労働｣とみなされてきた故に
女性の地位は不当に安く見積もられてきたともいえる｡家計は人々の安らぎの
場でもあると同時に社会的訓練の場でもあり､社会の単位として大きな役割が
あり､家計を構成する人々が支え合う場で中心的な立場の主婦の労働の地位が
低いということは､それぞれが尊敬しあいながら生活を行なうためには大変不
幸なことであった｡その家計労働が貨幣評価されることによって社会で働く人
と同等の地位が与えられることは､十分に意味のあることである｡家計の営み
は社会の営みと深い接点を持っている故に､その変容に敏感に且つ十分に考え
たうえで対処するには無償労働の貨幣評価だけではなしえない問題が多く含ま
れている｡一つは社会保障であろうし､もう一つは女性の就労であろう｡女性
の就労は家計内労働を減少させることにつながると同時に市場価格にも影響を
及ぼすことにもなること､それと同時に育児や介護も従来の家計だけで担われ
るのではなく社会の共同の枠組みで考えることになるとすれば､政府サービス
に対する社会負担と受益が大きくかかわってくると同時に社会構成が新たな変
容に向かっているとも考えられる｡こういった関係をよく理解し､自身の行動
を決定するためにもその根拠になっている事柄をよく理解することが必要であ
ろう｡筆者は長年共働きをしてきており､一人の人間として自立して生活する
ことをモットーとしてきており､女性の社会進出を喜ぶものであるが､その女
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性の社会進出は女性にとってはうれしい事ばかりではないのである｡そして､
女性は子供を授かる性でもあることをよく認識し､そのことに無理のない社会
形成を行う上でも､男女が無償労働に向き合うことが必要であるという意味で､
そして社会の合意形成がなされる必要があると思われる｡また､統計を考える
立場から見ると､女性の社会進出に伴う有利､不利を判断できるマクロ的な意
味で可視化される家計勘定が見当たらないという問題意識があり､家計勘定を
勉強し､今回その原型が作成できたと感じている｡この勘定を作るにあたって､
女性にまつわる統計の不備にも気づかされた｡女性の立場からみると活動時間
として妊娠･出産に伴う生活時間の変容などは統計の対象とはされていない｡
産後のケア活動も活動として入っていない｡そのためには､現在の統計慣行と
なっている｢第三者基準｣の見直しが必要であるのは言うまでもない｡このこ
とに関しては多くを作間教授から指導を受けた｡その視点に立ってみるならば､
女性の問題を生活時間から考えていく統計調査が行われる必要があることを痛
感する｡
本論は､同教授の指導を得ながらこのような問題意識を明らかにしてきたっ
もりである｡この貴重な勉強の時間に忍耐強く､時には呆れながらご指導いた
だいた同教授には心から感謝をささげると同時に､研究者としての姿勢の厳し
さにも心から敬服した｡また､美智子夫人にもお会いするたびに励ましていた
だいたことに心から感謝する｡
そして､この研究に､伊藤陽一法政大学名誉教授､福島利夫専修大学教授､
奥本佳伸千葉大学教授､林英機前新潟大学教授､李潔埼玉大学教授､天野晴子
日本女子大学教授､牧野好洋静岡産業大学准教授､宇南山卓一橋大学准教授(財
務省財務政策総合研究所総括研究官)､鈴木奈穂美専修大学准教授､模本健松山
大学准教授､近藤正彦専修大学兼任講師(前(秩)三菱重工調査部長)､橋本美
由紀法政大学大原社会問題研究所研究員､岡田多恵大東文化大学兼任講師､浜
田浩児内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官､萩野覚内閣府政策企画調査
官､守屋邦子内閣府上席政策調査員､竹内維斗文内閣府上席政策調査員､二上
唯夫日本リサーチ総合研究所研究主幹､等々多くの方から貴重なコメントを頂
いたことに感謝する｡
長い学生生活でわからないことに親切に対応いただいた大学院の職員の方々
にも感謝する｡
最後に､わが夫　佐藤繁夫も忍耐強く悪妻を支えてくれたことに感謝する｡
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